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さかいみなと

水木しげる記念館水木しげる記念館

入館者数４００万人突破入館者数４００万人突破
　平成１５年３月８日に開館した水木しげる
記念館の入館者数が、９月１２日（木）に
４００万人を突破しました。
　当日は、鬼太郎ファミリーもかけつけ、
ちょうど４００万人目の入館者となったご
家族と一緒に、この記念すべき日をお祝い
しました。
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児童虐待は社会全体で解決すべき問題です

　境港市では、一人でも多くの市民に「児童虐待防止」への関心を持ってもらうため、境港市要保護
児童対策地域協議会の構成メンバー（福祉・教育・医療・警察機関など）がお互いに協力を図り、１１
月の「児童虐待防止推進月間」を中心に児童虐待防止啓発パレード、オレンジリボン配布等の児童虐
待防止普及啓発活動を展開します。

虐待かもと思ったらすぐにお電話をください
　あなたの１本のお電話で救われる子どもがいます

　 ▼連絡（相談）・問い合わせ先　　◇子育て支援課　家庭児童相談室　☎４７－１０７７　
　　　　　　　　　　　　　　　　　◇米子児童相談所　　☎３３－１４７１
　　　　　　　　　　　　　　　　　◇全国共通ダイヤル　☎１

いちはやく

８９

１１月１１月はは  児童虐待防止推進月間 児童虐待防止推進月間 ですです

今年度の標語

１８９（いちはやく）　ちいさな命に　待ったなし

オレンジリボン運動

　「児童虐待のない社会の実現」を目指す市民運動です。
　わたしたち一人ひとりが「子育てにやさしい社会」を作ることが、
児童虐待の防止につながります。児童虐待防止に賛同される人が、
それぞれ胸にオレンジリボンを着けることで、児童虐待防止の活
動に参加できます。

児童虐待とは・・・

身体的虐待　
殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、

　　　　　　溺れさせる　など

　性的虐待  　
子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体に

　　　　　　する　など

ネグレクト　
家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に

　　　　　　放置する、重い病気になっても病院に連れて行かない　など

心理的虐待　
言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目の

　　　　　　前で家族に対して暴力をふるう（ＤＶ）　など
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　「人権」を身近に感じていただくために、市民か
らなる実行委員会を組織し、「絆がはぐくむまちづ
くり」をテーマに、今年度も人権ふれあいフェス
ティバルを開催します。
　講演会では、性の多様性について、社会にある
「あたり前」といった価値観とは何か、保育士とし
ての経験や出前講座での子どもたちとの出会いか
ら見えてきたことをお話しいただきます。
　性の多様性について理解し、尊重していくこと
は、誰もが自分らしく生きることができる社会の
実現につながります。

▼と　き　１２月１４日（土）
　　　　　午前１１時３０分～午後３時３０分

▼ところ　文化ホール

▼内　容
◇展示（午前１１時３０分～）
　小・中学生の人権標語やポスター、
　人権啓発パネルほか
◇バザー（午前１１時３０分～午後１時３０分）
　味ご飯、パン、お菓子、手作り小物ほか
◇開会行事（午後１時～）
　まつぼっくり太鼓演奏ほか

◇人権講演会（午後１時３０分～３時）
　演題　どんな性の在り方も排除されない園・
　　　　学校・職場・地域とは？
　　　　～子どもたちとの出会いから
　　　　　　　　　　　　　　見えてきたこと～
　講師　にじいろ i-Ru（アイル）

　　　　　田中一
いっぽ

歩さん・近藤孝子さん

▼入場料　無料

▼定　員　４００人
※手話通訳あり。
※託児希望の場合は、１２月４日（水）までに
　申し込んでください。

▼託児申し込み・問い合わせ先
　境港市人権ふれあいフェスティバル実行委員会
　事務局（地域振興課人権政策室）
　　　　　　　　　　　　　　☎４７－１１０２
　　　　　　　　　　　　　　FAX４４－３００１
　　Mail chiikishinkou@city.sakaiminato.lg.jp

　世界人権宣言が国連総会で採択された１２月１０日を記念して「人権
デー」とし、この日を最終日とする１週間を「人権週間」としています。
　この機会に、あらためてさまざまな人権問題に関心を持ち、家庭や地
域、職場などで、人権に対する理解を深め、全ての人々の人権が尊重さ
れる「豊かで安心できる社会の実現」を図っていくことが大切です。

１２月４日（水）～１０日（火）は「人権週間」です

人権ふれあいフェスティバルを開催します

１２月１４日（土）　人権ふれあいフェスティバル

人ＫＥＮまもる君 人ＫＥＮあゆみちゃん

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

　

女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
、
強
化
週
間
で
は
時
間
を
延
長
し
て
電
話

相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
実
施
期
間
・
受
付
時
間

　

11
月
18
日
（
月
）
〜
24
日
（
日
）

◇
平　

日　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

◇
土
・
日
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
専
用
相
談
電
話　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

▼
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局
職
員

▼
問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
５
７
‐
22
‐
２
２
８
９

　

境
港
ふ
れ
あ
い
・
ほ
っ
と

　
　
　
　
　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

㏌  

外
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
人
権
学
習
地
区
巡
回
講
座
】

　

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
人
権
尊
重
の
視
点
か

ら
、「
違
い
を
認
め
合
い
、
活
か
し
合
う
社
会
」
に
つ

い
て
、
発
達
障
が
い
を
題
材
に
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴

を
通
し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
併
せ
て
、
個
人
情

報
を
保
護
す
る
「
本
人
通
知
制
度
」
の
紹
介
も
し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

◇
11
月
13
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
３
時
20
分

　

外
江
ふ
れ
あ
い
会
館

◇
11
月
14
日
（
木
）
午
後
7
時
30
分
〜
８
時
50
分

　

外
江
ふ
れ
あ
い
会
館

※
参
加
無
料
・
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
０
２
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境 港 市 の　 財 政 状 況財 政 状 況

▼問い合わせ先

　財政課財政係　☎47－1012

区    分 予 算 現 額 収 入 済 額 収入率

市 税 39 億 1,588 万円 24 億 3,631 万円 62.5％

地 方 交 付 税 32 億 1,000 万円 21 億 4,138 万円 66.7％

国・県支出金 41 億 6,567 万円 8億 7,119 万円 20.9％

市 債 16 億 8,000 万円 0万円 0.0％

そ の 他 47 億 4,327 万円 11 億    27 万円 23.2％

合 計 177 億 1,482 万円 65 億 4,915 万円 37.0％

区    分
１人当たり
の負担額

１世帯当たり
の負担額

備　考

市 税 115,387 円 256,762 円

人口

　33,937 人

世帯数

　15,251 世帯

国民健康

保 険 税
93,429 円 140,565 円

被保険者数

　6,516 人

対象世帯数

　4,331 世帯

総務費（執行率：28.6％）

予算現額　20億 7,514 万円

支出済額　 5億 9,248 万円

民生費（執行率：36.7％）

予算現額　57億 2,102 万円

支出済額　20億 9,846 万円

衛生費（執行率：36.1％）

予算現額　10億 6,849 万円

支出済額　 3億 8,531 万円

商工費（執行率：57.2％）

予算現額　17億 8,379 万円

支出済額　10億 2,020 万円

その他（執行率：43.7％）

予算現額　 9億 6,982 万円

支出済額　 4億 2,369 万円

公債費（執行率：47.7％）

予算現額　13億 6,315 万円

支出済額　 6億 5,077 万円

教育費（執行率：16.4％）

予算現額　31億 2,416 万円

支出済額　 5億 1,233 万円

土木費（執行率：15.6％）

予算現額　16億   925 万円

支出済額　 2億 5,035 万円

一般会計歳出一般会計歳出

予算現額：177 億 1,482 万円

支出済額： 59億 3,359 万円

　　　　　（執行率：33.5％）

一般会計歳入一般会計歳入 市民の税負担状況市民の税負担状況

　境港市は、市民の皆さんが納める税金や国から交付される地方交付税

などで運営されています。これら収支の状況は、毎年２回財政公表とし

てお知らせしています。今回は令和元年度予算の執行状況や市債の状況

などについてお知らせします。

（令和元年９月３０日現在）

予 算 現 額 収 入 済 額 収 入 率

6 億 879 万円 2億 4,995 万円 41.1％

国民健康保険税の収入状況国民健康保険税の収入状況
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境 港 市 の　 財 政 状 況境 港 市 の　

用
語
の
説
明

【
一
般
会
計
】

　

市
が
行
う
行
政
運
営
の
基
本
的
な

経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
、
市
の
会

計
の
中
心
と
な
る
も
の
で
す
。

【
特
別
会
計
】

　

市
が
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、

一
般
会
計
と
区
別
し
て
設
置
す
る
も

の
で
す
。

【
公
営
企
業
会
計
】

　
「
独
立
採
算
」
を
原
則
と
す
る
会

計
で
、
特
別
会
計
の
う
ち
※
印
の
も

の
で
す
。

【
市　

税
】

　

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、
皆

さ
ん
が
市
に
納
め
る
税
金
で
す
。

【
地
方
交
付
税
】

　

所
得
税
や
法
人
税
な
ど
、
国
が
徴

収
し
た
税
金
の
一
部
が
、
市
の
財
政

状
況
等
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
で
す
。

【
国
・
県
支
出
金
】

　

工
事
や
福
祉
、
教
育
事
業
な
ど
、

特
定
の
事
業
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、

国
ま
た
は
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

で
す
。

【
市　

債
】

　

大
き
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、
国

や
金
融
機
関
等
か
ら
借
り
る
市
の
借

金
で
す
。

【
総
務
費
】

　

課
税
徴
収
、
市
民
活
動
、
広
報
、

情
報
処
理
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
民
生
費
】

　

障
が
い
者
、
高
齢
者
、
保
育
園
、

生
活
保
護
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
衛
生
費
】

　

健
康
診
断
や
予
防
接
種
、
ご
み
処

理
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
商
工
費
】

　

各
種
資
金
融
資
や
観
光
振
興
等
に

関
す
る
経
費
で
す
。

【
土
木
費
】

　

道
路
・
公
園
の
整
備
や
維
持
管
理
、

市
営
住
宅
管
理
等
に
関
す
る
経
費
で

す
。

【
教
育
費
】

　

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
、
図
書
館
、

公
民
館
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
公
債
費
】

　

市
が
借
り
入
れ
た
借
金
（
市
債
）

の
返
済
に
要
す
る
経
費
で
す
。

【
一
時
借
入
金
】

　

支
出
す
る
現
金
が
不
足
し
た
と
き

に
、
資
金
繰
り
の
た
め
金
融
機
関
か

ら
一
時
的
に
借
り
る
お
金
で
す
。

【
基　

金
】

　

特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て

ら
れ
る
資
金
等
で
、
市
の
貯
金
で
す
。

会  計  名    未 償 還 額

一 般 会 計 115 億 1,016 万円

下水道事業費特別会計 108 億 6,304 万円

そ の 他 特 別 会 計 6億 8,547 万円

合 計 230 億 5,867 万円

会  計  名 借 入 金 額

一 般 会 計 0万円

会  計  名
（※印：公営企業会計）

予 算 現 額
収 入 済 額

支 出 済 額

国民健康保険費 38 億 6,922 万円
16 億 8,678 万円

13 億 4,313 万円

駐 車 場 費 ※ 1億 2,794 万円
2,518 万円

1億 1,951 万円

下水道事業費※ 29 億 2,614 万円
3億 2,358 万円

10 億 7,163 万円

高齢者住宅整備
資金貸付事業費

532 万円
102 万円

14 万円

介 護 保 険 費 38 億 6,128 万円
16 億   784 万円

15 億 1,708 万円

土地区画整理費※ 3億 2,896 万円
1,022 万円

3億 2,480 万円

市 場 事 業 費 ※ 7,375 万円
2,974 万円

2,881 万円

後期高齢者医療費 4億 1,836 万円
1億 4,683 万円

1億 4,347 万円

特別会計予算の執行状況特別会計予算の執行状況 市債の現在高市債の現在高

一時借入金の現在高一時借入金の現在高

市民１人当たりの市債現在高

（公営企業会計を除く）

　３３９，１８０円

市有財産の状況市有財産の状況

基金

45 億 951 万円

土地

1,806,714 平方㍍

建物

139,053 平方㍍

有価証券・出資金など

2億 4,892 万円
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市

政

概

要

報

告

圏

域

の

連

携

推

進

　

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長

会
に
お
き
ま
し
て
は
、
議
会
や
経
済

界
と
と
も
に
中
国
横
断
新
幹
線
（
伯

備
新
幹
線
）
整
備
推
進
会
議
を
５
月

に
立
ち
上
げ
、
山
陰
新
幹
線
と
合
わ

せ
、
現
在
の
基
本
計
画
路
線
か
ら
整

備
計
画
路
線
に
格
上
げ
し
、
次
期
整

備
計
画
へ
の
位
置
付
け
を
目
指
す
こ

と
を
決
議
し
ま
し
た
。
６
月
に
は
圏

域
５
市
の
市
長
が
揃
っ
て
国
へ
強
く

要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
、

導
入
効
果
に
関
す
る
調
査
や
総
決
起

大
会
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
機
構
は
、
一
般
社
団
法
人

化
に
必
要
な
手
続
き
を
終
え
、中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
圏
域
観
光
局
と
し
て

始
動
し
ま
し
た
。

　

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
事
業
展
開
の

も
と
、
外
国
人
観
光
客
の
受
入
環
境

の
整
備
を
一
層
進
め
、
圏
域
へ
の
誘

客
と
消
費
拡
大
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
国
内
に
お
き
ま
し
て

は
、
３
大
都
市
圏
に
加
え
、
山
陽
方

面
や
出
雲
空
港
に
路
線
を
有
す
る
静

岡
・
仙
台
方
面
へ
の
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
、
圏
域
の
認
知

度
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
米
子
市
と
は
先
月
21
日
に

連
携
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
両

市
が
抱
え
る
共
通
の
課
題
の
う
ち
、

米
子
・
境
港
間
の
高
規
格
幹
線
道
路

の
事
業
化
、
Ｊ
Ｒ
境
線
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
、
白
砂
青
松
の
弓
ヶ
浜

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
利
活
用
の

３
点
に
つ
い
て
、
米
子
市
長
と
率
直

に
意
見
を
交
わ
し
、
今
後
、
両
市
が

歩
調
を
合
わ
せ
、
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

環

日

本

海

交

流

　

環
日
本
海
国
際
フ
ェ
リ
ー
に
つ
き

ま
し
て
は
、
運
航
す
る
Ｄ
Ｂ
Ｓ
ク

ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
社
の
経
営
体
制
が

６
月
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

鳥
取
県
と
と
も
に
職
員
を
韓
国
に
派

遣
し
、
新
し
い
経
営
陣
に
運
航
継
続

を
強
く
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

７
月
５
日
に
は
、
Ｄ
Ｂ
Ｓ
ク
ル
ー

ズ
フ
ェ
リ
ー
社
の
新
た
な
代
表
理
事

を
は
じ
め
、
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、

就
航
10
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を

祝
う
記
念
行
事
を
本
市
で
開
催
し
ま

し
た
が
、
そ
の
際
に
、
私
か
ら
も
直

接
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
航
路
は
、
圏
域
の
発
展
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
「
海
の
道
」

で
あ
り
ま
す
。
将
来
に
わ
た
り
末
永

く
発
展
さ
せ
る
た
め
、
鳥
取
県
を
は

じ
め
、
関
係
機
関
と
一
丸
と
な
っ
て

支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

機
材
繰
り
の
影
響
に
よ
り
、
７
月

６
日
か
ら
週
３
便
に
減
便
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
米
子
鬼
太
郎
空
港
の
ソ
ウ

ル
便
は
、
先
月
22
日
か
ら
週
６
便
に

戻
っ
た
も
の
の
、
日
韓
関
係
の
悪
化

に
よ
る
韓
国
人
利
用
客
の
急
減
を
受

け
、
今
月
16
日
か
ら
来
月
26
日
ま
で

の
間
、
週
３
便
に
減
便
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
環
日
本
海
国
際

フ
ェ
リ
ー
に
お
き
ま
し
て
も
、
韓
国

人
利
用
客
が
落
ち
込
ん
で
お
り
、
圏

域
の
観
光
等
に
深
刻
な
影
響
が
生
じ

る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
刻
も
早
い
関
係
改
善
を
強
く
望

む
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

こ
れ
以
上
の
利
用
客
の
減
少
を
食
い

止
め
、
冬
ダ
イ
ヤ
で
の
週
６
便
へ
の

復
活
を
働
き
か
け
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

観

光

振

興

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
に
つ
き
ま
し

て
は
、
入
込
客
数
が
５
月
の
10
連
休

に
前
年
の
約
２
倍
と
な
る
40
万
人
余

を
記
録
す
る
な
ど
好
調
に
推
移
し
、

昨
年
７
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
以
降
の

１
年
間
で
３
２
０
万
人
を
超
え
る
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
新
た
に
導
入
し
た
「
夜
間

の
演
出
照
明
」
等
の
効
果
で
夜
間
の

入
込
客
数
が
大
き
く
伸
び
て
お
り
、

こ
の
夏
は
、
７
月
か
ら
今
月
末
ま
で

の
間
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
正
月
に
続
く

期
間
限
定
の
妖
怪
影
絵
を
登
場
さ
せ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

圏

域

の

連

携

推

進

９月定例市議会報告
　９月定例市議会が９月４日から２４日まで開催されました。
　定例市議会には、令和元年度一般会計補正予算などが上程され、いずれも原案のと
おり可決されました。

環

日

本

海

交

流

観

光

振

興
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ま
た
、
地
元
商
店
街
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
昨
年
に
続
き
、
夏
休
み
期

間
中
に
土
曜
夜
市
を
開
催
さ
れ
、
観

光
客
や
市
民
の
皆
さ
ん
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
市
も
開
催
に
合
わ
せ
、
妖
怪

の
着
ぐ
る
み
と
の
練
り
歩
き
や
記
念

撮
影
が
楽
し
め
る
「
妖
怪
ナ
イ
ト

ウ
ォ
ー
ク
」
の
ほ
か
、
は
ま
る
ー
ぷ

バ
ス
の
夜
間
運
行
を
実
施
す
る
な
ど
、

官
民
あ
げ
て「
夜
の
賑
わ
い
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
に
つ
き
ま
し

て
は
、
開
館
か
ら
16
年
が
経
過
し
、

老
朽
化
も
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

関
係
団
体
や
学
識
経
験
者
で
構
成
す

る
「
水
木
し
げ
る
記
念
館
あ
り
方
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
今
月
、
１

回
目
の
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

後
求
め
ら
れ
る
役
割
や
機
能
な
ど
に

つ
い
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
を

進
め
、
本
年
度
内
に
提
言
を
取
り
ま

と
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

境
さ
か
い
こ
う港

へ
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港

は
、
７
月
末
現
在
で
33
回
を
数
え
、

４
月
24
日
に
は
、
世
界
で
最
も
有
名

な
豪
華
客
船
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ

ス
号
の
初
寄
港
な
ど
３
隻
が
同
時
に

寄
港
し
、
郷
土
芸
能
等
に
よ
る
お
も

て
な
し
で
歓
迎
し
ま
し
た
。
ま
た
、

岸
壁
は
多
く
の
見
学
客
で
賑
わ
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

最
終
的
に
は
、
６
隻
の
初
寄
港
を

含
む
、
昨
年
を
上
回
る
50
回
余
の
寄

港
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

約
２
割
が
８
万
ト
ン
を
超
え
る
大
型

客
船
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

水

産

業

の

振

興

　

令
和
元
年
上
半
期
の
境
漁
港
に
お

け
る
水
揚
量
は
、
サ
バ
、
マ
イ
ワ
シ

の
減
少
に
よ
り
５
万
８
千
ト
ン
余
、

前
年
比
73
％
で
あ
り
ま
し
た
が
、
水

揚
金
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
２
４

億
４
千
万
円
余
、
前
年
比
１
０
５
％

と
な
り
ま
し
た
。

　

境
漁
港
の
高
度
衛
生
管
理
型
漁

港
・
市
場
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
安
心
と
安
全
が
、
進
化
す
る
み
な

と
」
と
し
て
、
６
月
１
日
に
陸
送
上

屋
と
１
号
上
屋
が
供
用
開
始
と
な
り

ま
し
た
。

　

前
日
に
初
水
揚
げ
と
な
っ
た
ク
ロ

マ
グ
ロ
を
は
じ
め
、
新
鮮
な
水
産
物

が
衛
生
管
理
の
行
き
届
い
た
市
場
か

ら
全
国
各
地
に
出
荷
さ
れ
、
消
費
者

の
安
心
・
安
全
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の

高
ま
り
に
し
っ
か
り
応
え
て
い
る
ほ

か
、
競
り
な
ど
の
様
子
を
自
由
に
見

学
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、

本
市
の
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
も

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

５
月
に
、
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

た
「
み
ん
な
で
選
ぶ
境
港
の
水
産
加

工
大
賞
」
に
は
、
前
回
を
上
回
る
12

団
体
13
品
の
水
産
加
工
品
が
出
展
さ

れ
、
約
１
２
０
０
人
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
の
「
ま
ぐ
ろ
感
謝

祭
」
に
は
、
県
内
外
か
ら
昨
年
を
上

回
る
約
６
千
人
が
来
場
し
、
境
港
で

水
揚
げ
さ
れ
た
生
の
天
然
ク
ロ
マ
グ

ロ
を
味
わ
っ
た
ほ
か
、
首
都
圏
な
ど

に
お
き
ま
し
て
も
、
マ
グ
ロ
の
解
体

シ
ョ
ー
や
試
食
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
２
号
上
屋
の
新
築
を
は

じ
め
、
高
度
衛
生
管
理
型
へ
の
整
備

が
一
段
と
進
む
市
場
の
積
極
的
な
Ｐ

Ｒ
や
魚
食
普
及
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
、
境
港
ブ
ラ
ン
ド
の
付
加
価
値
や

認
知
度
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

外

国

人

材

と

の

共

生

　

日
本
語
教
室
に
つ
き
ま
し
て
は
、

開
設
し
た
２
月
か
ら
先
月
ま
で
の
間
、

10
回
開
催
し
、
延
べ
３
０
０
人
余
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
交
通
安
全
指

導
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
や
さ
し
い
日

本
語
で
の
会
話
等
を
行
い
、
参
加
し

た
皆
さ
ん
か
ら
は
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
活
動
団
体
の
協
力
の

も
と
、
７
月
に
開
催
し
た
交
流
会
に

お
い
て
は
、
技
能
実
習
生
が
茶
道
や

書
道
、
浴
衣
の
着
付
け
と
い
っ
た
日

本
の
伝
統
文
化
を
体
験
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、

地
域
住
民
と
外
国
人
材
と
の
相
互
理

解
を
深
め
、
地
域
の
一
員
と
し
て
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備

　

米
子
・
境
港
間
の
高
規
格
幹
線
道

路
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
鳥
取

県
知
事
、
米
子
市
長
と
と
も
に
、
先

月
７
日
に
初
め
て
国
へ
の
要
望
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

要
望
で
は
、
境
さ
か
い
こ
う港

の
貨
物
取
扱
量

の
大
幅
な
増
加
や
ク
ル
ー
ズ
客
船
の

寄
港
等
に
よ
る
外
国
人
観
光
客
の
急

増
、
境
漁
港
の
高
度
衛
生
管
理
型
漁

港
・
市
場
整
備
に
よ
る
機
能
強
化
な

ど
平
成
18
年
の
事
業
凍
結
以
降
、
圏

域
を
取
り
巻
く
情
勢
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
、
整
備
を

求
め
る
地
元
の
一
体
的
な
声
を
強
く

訴
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ご
理
解
い

た
だ
け
た
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

境
さ
か
い
こ
う港

、
境
漁
港
、
米
子
鬼
太
郎
空

港
か
ら
の
物
流
や
人
流
の
円
滑
化
が

図
ら
れ
、
圏
域
の
さ
ら
な
る
経
済
発

展
に
資
す
る
と
と
も
に
、
原
子
力
災

害
な
ど
の
大
規
模
災
害
時
に
は
強
靭

で
信
頼
性
の
高
い
避
難
ル
ー
ト
と
な

る
高
規
格
幹
線
道
路
の
一
刻
も
早
い

事
業
化
に
向
け
、
今
後
、
関
係
す
る

自
治
体
が
協
力
し
て
活
動
す
る
体
制

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

防

災

対

策

　

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

つ
き
ま
し
て
は
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
提
案
者
を
募
集
し
、
先

月
３
日
に
開
催
し
た
審
査
委
員
会
に

お
い
て
、
提
出
さ
れ
た
企
画
提
案
書

や
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
審
査
結
果
に
基
づ
き
決
定

し
た
事
業
者
と
仮
契
約
を
締
結
す
る

予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

原
子
力
防
災
訓
練
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
震
に
よ
る
自
然
災
害
と
原
子

力
災
害
と
の
複
合
災
害
を
想
定
し
た

訓
練
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象

と
し
た
屋
内
退
避
訓
練
を
初
め
て
行

う
ほ
か
、
渡
地
区
と
外
江
地
区
の
住

民
が
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
等
を
利
用
し
て
、

避
難
退
域
時
検
査
会
場
と
な
る
大
山

町
の
名
和
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
へ
避
難
す
る
訓
練
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

防

災

対

策

水

産

業

の

振

興

高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備

外

国

人

材

と

の

共

生
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学

校

教

育

　

本
年
度
か
ら
中
学
校
に
１
人
ず
つ

配
置
し
た
部
活
動
指
導
員
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
剣
道
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
各
部
で
技
術
的
な

指
導
等
に
当
た
っ
て
お
り
、
各
学
校

か
ら
は
、
部
活
動
指
導
の
充
実
の
み

な
ら
ず
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
声
を
伺
っ
て

お
り
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ

き
ま
し
て
は
、
４
月
か
ら
第
一
中
学

校
区
で
導
入
し
ま
し
た
。
中
核
と
な

る
学
校
運
営
協
議
会
が
こ
れ
ま
で
２

回
開
催
さ
れ
、
各
学
校
の
経
営
方
針

を
承
認
し
、
今
後
の
運
営
計
画
と
取

り
組
み
を
協
議
し
た
ほ
か
、
各
部
会

で
も
、
活
発
な
議
論
が
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

他
の
中
学
校
区
に
お
い
て
も
、
昨

年
度
か
ら
準
備
を
進
め
て
い
る
第
三

中
学
校
区
で
は
、
地
域
学
校
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
新
た
に
配
置
し
、

第
二
中
学
校
区
で
は
、
導
入
に
向
け

た
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

先
月
、
市
民
の
皆
さ
ん
等
を
対
象

に
地
域
学
校
協
働
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
導
入
目
的
や
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
な
ど
に
つ
い
て
、
保
護
者
や

地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
発
信
を
行

い
、
理
解
を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

余
子
小
学
校
と
誠
道
小
学
校
の
統

合
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
開

催
さ
れ
た
統
合
準
備
委
員
会
に
お
い

て
、
備
品
の
移
管
な
ど
統
合
に
必
要

と
な
る
事
項
に
つ
い
て
各
部
会
が
協

議
し
た
結
果
の
報
告
を
受
け
る
と
と

も
に
、
通
学
路
の
設
定
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
来
年

４
月
の
統
合
に
向
け
、
順
調
に
準
備

が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４

月
か
ら
調
理
等
の
業
務
を
民
間
事
業

者
に
委
託
し
て
お
り
ま
す
。
事
業
者

が
積
み
上
げ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活

用
に
よ
る
様
々
な
改
善
が
図
ら
れ
、

給
食
が
よ
り
温
か
い
状
態
で
提
供
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
調
理
員
が
学
校
に

出
向
き
食
育
教
室
を
行
う
な
ど
、
各

学
校
か
ら
も
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

社

会

教

育

　

２
０
１
９
レ
ー
ザ
ー
級
世
界
選
手

権
大
会
が
、
６
月
26
日
か
ら
７
月
24

日
ま
で
の
間
、
境
港
公
共
マ
リ
ー
ナ

お
よ
び
美
保
湾
を
会
場
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
お
よ
そ
60
の
国
か
ら

約
３
０
０
人
の
選
手
が
参
加
し
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
国
別
出
場
枠
を

か
け
た
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
競
技
関

係
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
レ
ー
ス
環

境
な
ど
に
つ
い
て
高
い
評
価
を
受
け

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

開
催
に
当
た
り
、
小
中
学
校
や
公

民
館
に
加
え
、
民
家
に
お
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
作
成
し
た
歓
迎
や
激
励

の
横
断
幕
等
が
掲
げ
ら
れ
た
ほ
か
、

高
校
生
や
市
民
の
皆
さ
ん
が
運
営
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
す
る
な
ど
、

温
か
い
お
も
て
な
し
が
で
き
た
も
の

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
会
期
間
中
、
多
く
の
選

手
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
市
内
の
宿

泊
施
設
に
滞
在
し
、
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
な
ど
の
観
光
も
楽
し
ま
れ
ま

し
た
。
そ
う
し
た
情
報
も
国
外
に
発

信
さ
れ
、
本
市
の
大
き
な
Ｐ
Ｒ
に
つ

な
が
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

仮
称
・
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
発
注
方

法
を
公
表
し
た
ほ
か
、
建
設
工
事
入

札
参
加
資
格
の
追
加
申
請
を
受
け
付

け
、
審
査
の
う
え
、
認
定
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
年
内
の
発
注
に
向
け
、

鋭
意
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子

育

て

支

援

の

充

実

　

来
月
か
ら
始
ま
る
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保

育
園
な
ど
を
通
じ
て
、
対
象
や
手
続

き
等
を
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
周
知
し

た
ほ
か
、
市
内
の
認
定
こ
ど
も
園
に

お
い
て
説
明
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
必
要
と
な
る
条
例
改
正
な

ら
び
に
補
正
予
算
を
今
議
会
に
提
案

し
て
お
り
、
円
滑
な
実
施
に
向
け
、

引
き
続
き
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

き
め
細
か
い
周
知
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

例
年
、
年
度
中
途
に
お
い
て
発
生

し
て
い
る
待
機
児
童
の
対
策
と
し
て
、

私
立
保
育
園
へ
の
雇
用
奨
励
金
の
要

件
や
金
額
を
本
年
度
か
ら
大
幅
に
拡

充
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
正
規
職

員
と
し
て
１
人
が
採
用
さ
れ
、
新
た

に
３
人
の
０
歳
児
が
受
け
入
れ
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

高

齢

者

福

祉

の

充

実

　

近
年
、
市
内
に
お
き
ま
し
て
は
、

大
型
店
等
の
進
出
が
相
次
ぐ
一
方
、

長
年
営
業
し
て
き
た
店
舗
が
閉
店
す

る
な
ど
、
買
物
環
境
が
大
き
く
変
化

し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
４

月
か
ら
５
月
に
か
け
て
実
施
し
て
い

る
高
齢
者
実
態
調
査
に
合
わ
せ
、
高

齢
者
の
買
物
環
境
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
１
５
０
０
人

余
の
皆
さ
ん
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

調
査
結
果
で
は
、買
物
環
境
に「
特

に
不
満
を
感
じ
て
い
る
こ
と
は
な

い
」
と
の
回
答
が
全
体
の
約
７
割
を

占
め
た
も
の
の
、
地
区
に
よ
り
特
有

の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
生
委

員
を
は
じ
め
、
各
地
区
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
等
を
伺
い
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
６
９

２
万
７
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

を
１
７
６
億
６
４
２
万
３
千
円
と
し

ま
し
た
。

《
歳
出
の
主
な
内
容
》

【
総
務
費
】

　

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
へ
の

移
行
に
伴
う
、
現
行
の
基
幹
業
務
シ

ス
テ
ム
か
ら
デ
ー
タ
を
抽
出
す
る
経

費
３
２
９
０
万
円
余
、
夕
日
ヶ
丘
地

区
の
定
期
借
地
契
約
の
締
結
に
伴
う
、

境
港
市
土
地
開
発
公
社
等
か
ら
の
土

地
購
入
費
４
０
８
０
万
円
余
、
国
の

地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
を

活
用
し
、
地
域
に
根
差
し
た
健
康
と

生
き
が
い
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ
オ
を
夕
日
ヶ
丘

地
区
に
整
備
す
る
事
業
者
へ
の
補
助

金
４
６
０
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

学

校

教

育

社

会

教

育

子

育

て

支

援

の

充

実

高

齢

者

福

祉

の

充

実
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【
民
生
費
】

　

介
護
保
険
費
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
４
６
３
万
円
余
、
現
行
の
制
度
で

保
育
料
を
無
償
と
し
て
い
る
第
３
子

以
降
の
園
児
に
つ
い
て
、幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
に
伴
い
、
新
た
に
実

費
徴
収
さ
れ
る
お
か
ず
等
の
副
食
費

を
無
償
と
す
る
保
育
園
等
へ
の
補
助

金
３
０
５
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ

増
額
す
る
ほ
か
、
公
立
保
育
所
運
営

費
に
つ
い
て
、
副
食
費
の
実
費
徴
収

に
伴
い
、
財
源
振
替
を
行
い
ま
し
た
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

次
世
代
を
担
う
農
業
者
を
目
指
す

新
規
就
農
者
の
経
営
確
立
を
支
援
す

る
交
付
金
96
万
円
、
白
ね
ぎ
の
生
産

拡
大
を
図
る
た
め
、
収
穫
機
等
を
導

入
す
る
認
定
農
業
者
へ
の
補
助
金

４
８
３
万
円
余
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
土
木
費
】

　

老
朽
化
に
よ
り
、
新
た
な
入
居
を

停
止
し
て
い
る
誠
道
団
地
の
う
ち
、

空
き
家
と
な
っ
て
い
る
住
宅
を
解
体

す
る
経
費
１
９
２
４
万
円
余
を
増
額
。

《
歳
入
の
主
な
内
容
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
を
計

上
す
る
ほ
か
、
財
源
と
し
て
繰
越
金

お
よ
び
基
金
繰
入
金
、
市
債
な
ど
を

増
額
。

■
介
護
保
険
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

に
向
け
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
す
る

た
め
の
経
費
３
７
７
万
円
余
、
平
成

30
年
度
に
概
算
払
い
を
受
け
て
い
た
、

国
県
等
か
ら
の
交
付
金
の
精
算
に
伴

う
返
還
金
８
３
１
７
万
円
余
を
そ
れ

ぞ
れ
増
額
す
る
な
ど
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
８
８
４
２
万
１
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
38
億
６
１
２
８
万

３
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
市
場
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

老
朽
化
し
た
汚
水
処
理
施
設
の
劣

化
状
況
調
査
を
実
施
す
る
た
め
の
経

費
３
７
６
万
８
千
円
を
増
額
し
、
予

算
総
額
を
７
３
７
４
万
８
千
円
と
し

ま
し
た
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
費
特
別
会
計
補

正
予
算

　

不
足
が
見
込
ま
れ
る
保
険
料
の
還

付
金
16
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

を
４
億
１
８
３
６
万
１
千
円
と
し
ま

し
た
。

■
境
港
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
改
正

　
「
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制

限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
」
の
施
行
に
よ
り
、
地
方
公
務

員
法
に
設
け
ら
れ
て
い
る
欠
格
条
項

か
ら
成
年
被
後
見
人
お
よ
び
被
保
佐

人
が
削
除
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関

係
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

■
境
港
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

本
市
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
等
に
係
る
規
定
を
定
め
ま
し
た
。

■
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
の
制
定

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
創
設

に
伴
う
所
要
の
整
備
を
行
う
た
め
、

関
係
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
一
部
改

正
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

個
人
市
民
税
に
つ
い
て
、
未
婚
の
ひ

と
り
親
に
対
す
る
非
課
税
措
置
を
創

設
す
る
ほ
か
、
軽
自
動
車
税
に
つ
い

て
、
環
境
性
能
割
の
税
率
を
１
％
軽

減
す
る
等
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　

住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
旧

き
ゅ
う

氏う
じ

に
よ
る
印
鑑
の
登
録
等
に
係
る
規
定

を
整
備
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

建
築
物
の
用
途
変
更
に
係
る
工
事
を

段
階
的
に
行
う
場
合
の
全
体
計
画
の

認
定
等
に
係
る
手
数
料
を
追
加
し
ま

し
た
。

■
境
港
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

　

誠
道
団
地
の
う
ち
、
老
朽
化
し
、

空
き
家
と
な
っ
て
い
る
住
宅
を
解
体

す
る
た
め
、
当
該
住
宅
を
廃
止
し
ま

し
た
。

■
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制

定
　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴

う
所
要
の
整
備
を
行
う
た
め
、
関
係

す
る
条
例
に
つ
い
て
、
一
部
改
正
し

ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
教
育
長
に
松
本
敏と

し

ひ

ろ浩

さ
ん
を
再
任

■
教
育
委
員
会
委
員
に
渡
邉
不ふ

じ

こ

二
子

さ
ん
を
任
命

■
公
平
委
員
会
委
員
に
江
尻
敏と

し
み美

さ

ん
を
選
任

■
職
員
懲
戒
審
査
委
員
会
委
員
に
門

哲
也
さ
ん
、
赤
石
有ゆ

う

へ

い平
さ
ん
、
門

脇
健
一
さ
ん
を
再
任

■
人
権
擁
護
委
員
に
早
川
明あ

け
み美

さ
ん

を
推
薦

委
員
会
提
出
議
案

■
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に
対
す

る
施
策
を
速
や
か
に
講
ず
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

陳
情
等
の
審
議
結
果

■
採　

択

◇
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に
対
す

　

る
救
済
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

　

を
求
め
る
陳
情

■
不
採
択

◇
汚
染
土
お
よ
び
放
射
性
物
質
等
の

　

持
ち
込
み
拒
否
に
関
す
る
条
例
の

　

制
定
に
つ
い
て
の
陳
情

9　令和元年１１月



市
民
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

～さかいみなと　まちの話題　～まちの話題　～

©水木プロ

 絵本を通じて、親子の時間を
　大型絵本を含む絵本８７冊を寄贈

　境港美保ライオンズクラブ認証４５周年を記念し、９月

２５日（水）に荒木誠一会長より、地域子育て支援センター

ひまわりに絵本８７冊を寄贈していただきました。

　境港美保ライオンズクラブは、青少年育成や緑化推進運

動等に取り組んでおり、今回も絵本を通じて子どもたちの

情操教育に役立てればとの思いから、寄贈いただきました。

　寄贈していただいた絵本は、ひまわり絵本の部屋で読む

ことができるほか、貸し出しも行っておりますので、ぜひ

ご利用ください。
 園児と鬼太郎たちからのお願い
　交通安全広報検問を実施

　境港市交通対策協議会の主催により、秋の全国交通安全

運動の一環として、広報検問が９月２５日（水）に実施さ

れました。

　活動には、なかはま保育園の園児と鬼太郎やねこ娘、ね

ずみ男が参加し、園児達による啓発物品の手渡しや声掛け

により安全運転を呼びかけました。

　これからの季節は日没が早くなり、夕暮れ時や夜間の交

通事故が増加します。早めにライトを点灯するなど、安全

運転を心掛けましょう。

《
華か

踊よ
う

ク
ラ
ブ
》

【
団
体
紹
介
】

　

毎
週
火
曜
日
の
午
前
に
、
ト
ラ
ン
ポ
・
ロ

ビ
ッ
ク
ス
を
や
っ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ン
ポ
・

ロ
ビ
ッ
ク
ス
と
は
、
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
て
、
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
上
で
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
た
り
、
踊
っ
た
り
し
て
、
体
幹
を

鍛
え
る
運
動
で
す
。

　

私
た
ち
華
踊
ク
ラ
ブ
は
、
い
つ
ま
で
も
美

し
い
姿
勢
を
キ
ー
プ
で
き
る
よ
う
毎
週
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
他
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
使
っ
た
筋
ト
レ

や
、
脳
ト
レ
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
メ
ン
バ
ー
は
、10
〜
15
人
ぐ
ら
い
で
、

春
の
桜
ま
つ
り
に
向
け
て
ダ
ン
ス
の
練
習
に

も
気
合
が
入
っ
て
い
ま
す
。

【
主
な
活
動
】

◇
毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
〜
11
時

◇
お
台
場
桜
ま
つ
り
に
参
加

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

み
ん
な
で
、
互
い
に
褒
め
合
い
な
が
ら
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ン
ポ
・
ロ
ビ
ッ
ク
ス
を
や
っ
て
み
た

い
人
は
、
ぜ
ひ
、
体
験
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。

い
つ
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

華
踊
ク
ラ
ブ

　
　

拝
藤
さ
ん　
　
　
　

☎
57
‐
５
１
７
０

©水木プロ
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～さかいみなと　まちの話題　～～さかいみなと　

海の恵みに感謝
境港水産まつりが開催

　３６回目となる境港水産まつりが１０月１３日（日）に

境漁港で開催されました。

　台風の影響で一部変更もありましたが、５０を超える鮮

魚・水産加工品即売店が出店し、カニ汁・いわしのつみれ

汁のふるまいやカニの無料配布には長蛇の列ができ、マグ

ロ解体ショーやセリ体験、歌謡ショーなどステージでの催

し、魚のつかみ取りや水産学習コーナーも盛り上がりました。

　今年も多くの人が訪れ、催しに参加したり、新鮮な魚介

類などを食べたり、購入したりして、大変な賑わいでした。

 照明学会の最高賞受賞
　水木しげるロードの夜間演出照明

　昨年７月にリニューアルで妖怪の影絵が出現するなど夜

間演出照明が加わった水木しげるロードが、一般社団法人

照明学会（東京都）の「２０１９照明デザイン賞」の最高

賞である最優秀賞を受賞しました。公共空間を利用した新

たな地域の魅力を創出し、照明の活用方法と可能性を引き

出したとして、「照明デザインの歴史に足跡を残す意義あ

るプロジェクト」と高い評価を受けました。

　多彩な照明の組み合わせや演出を自由に編集でき、将来

に渡り長く親しんでいただけるよう配慮もされています。

皆さんのグループの活動を市報で
　　　　　　　　　紹介してみませんか？

市報さかいみなとでは、皆さんのグループ活動を広く市民に知っていただくため、市内で活動されて

いるグループを毎月紹介しています。

　芸術、スポーツ、ボランティア、健康運動など、市内で活動されているグループ・サークルはもちろん、

各地区の公民館を会場に自主的に活動されている皆さんも大歓迎です！

　開催予定のイベント告知、新しいメンバー・仲間の募集など、案内も兼ねてグループの活動を紹介し

ていただいてもかまいません。また、活動風景の取材・撮影にも伺いますので、お気軽にお問い合わせ

ください。皆さんのご応募お待ちしています。

、

し

せ

▼申し込み・問い合わせ先
　地域振興課広報情報係
　　☎４７－１０１０

Mail chiikishinkou@city.sakaiminato.lg.jp

©水木プロ撮影 鈴木文人
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　子どもがスマートフォン等を使用して、コミュニティサ
イトなどに裸の画像を送信させられる等、性的な被害に遭
うケースが多く発生しています。画像等がインターネット
上に流れると、完全に消去することは非常に難しく、子ど
もの人権が生涯にわたり踏みにじられることになります。
　子どもの性的被害を防止し、子ども達が心身ともに健や
かに成長していける環境づくりにご協力をお願いします。
【子どもの性的被害防止に向けた対策を強化中】
◇「自画撮り」被害に注意！
　子どもがコミュニティサイト等を通じて知り合った面識
のない者に脅されたり、言葉巧みにだまされたりして、自
分の裸体を撮影したうえ、メール等で送信する形態の児童
ポルノ製造被害が増加傾向にあります。
　「知らない人とのメールのやり取りをしない。」「下着姿
や裸の写真は撮らない、送らない。」を徹底してください。
◇子どもが被害者にならないためにはペアレンタルコント
　ロールが必要！
　ペアレンタルコントロールとは、子どもの年齢に応じて
保護者がインターネットの利用を適切に管理するために行
う措置をいいます。子どもがインターネットを正しく利用
できるよう、ペアレンタルコントコントロールを行いまし

ょう。

情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署　☎44－ 0110

子どもの性被害防止のために

い
つ
の
時
代
で
も
幼
い
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願
う
気
持
ち
は
同
じ
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

　

大
正
時
代
、
港
を
中
心
と
し
た
交
易
の

町
と
し
て
発
展
し
て
い
た
境
港
。
当
時
、

船
か
ら
石
炭
を
運
ぶ
作
業
に
婦
人
も
従
事

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
幼
い
子
ど
も

た
ち
を
海
岸
で
も
遊
ば
せ
て
い
ま
し
た
が
、

幾
人
か
が
海
に
落
ち
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
見
兼
ね
た
新
出
洪
範
氏
は
鳥

取
県
に
申
請
し
、
県
内
初
の
託
児
所
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
そ
の
計
画
に
は
「
生

活
戦
場
に
立
つ
母
性
の
労
苦
を
助
け
て
能

率
を
増
進
す
る
た
め
…
」
と
あ
り
ま
し
た
。

（
「
栴
檀
保
育
園
」
大
正
15
年
境
町
明
治

町
に
お
い
て
開
園
、
昭
和
14
年
中
町
に
て

事
業
再
興
、
昭
和
29
年
東
本
町
へ
移
転
）

　

ま
た
、
渡
で
は
昭
和
５
年
、
渡
村
産
業

組
合
に
よ
り
「
渡
菁
々
園
保
育
所
」
が
開

設
さ
れ
、
昭
和
19
年
に
は
渡
村
農
業
会
の

経
営
と
な
り
ま
す
。
（
昭
和
23
年
私
立
渡

菁
々
園
保
育
所
、
昭
和
31
年
市
立
に
、
昭

和
34
年
市
立
渡
保
育
所
に
改
称
）

　

外
江
地
区
で
も
、
建
徳
保
育
園
が
昭
和

19
年
設
置
さ
れ
（
補
岩
寺
の
お
堂
で
開

所
）
、
出
張
臨
時
託
児
（
農
繁
期
）
も
な

さ
れ
ま
し
た
。
（
昭
和
23
年
頃
、
定
員

１
０
０
名
。
同
年
８
月
外
江
村
の
保
育
委

託
と
な
り
、
昭
和
34
年
市
立
外
江
保
育
所

と
な
る
）

　

こ
の
よ
う
に
昔
か
ら
働
く
女
性
の
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
境
港
保
育
会
は

未
満
児
保
育
の
充
実
を
目
指
し
、
昭
和
46

年
「
み
な
と
保
育
所
」
を
、
昭
和
51
年

「
か
も
め
保
育
所
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

私
立
幼
稚
園
と
し
て
は
、
大
正
12
年
に

聖
心
幼
稚
園
が
キ
リ
ス
ト
教
教
義
の
理
念

の
も
と
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
昭

和
４
年
に
は
美
哉
幼
稚
園
が
浄
土
真
宗
の

教
義
の
も
と
、
発
足
し
ま
し
た
。

　

戦
後
は
、
法
律
・
制
度
も
一
層
整
い
、

公
立
等
の
保
育
所
や
幼
稚
園
が
次
第
に
整

備
さ
れ
ま
す
。
各
地
区
に
町
村
立
保
育
所

整
備
が
は
じ
ま
り
、
市
制
施
行
（
昭
和
31

年
）
後
、
市
立
保
育
所
と
し
て
さ
ら
に
整

備
が
進
み
ま
し
た
。
ま
た
、
市
立
幼
稚
園

は
昭
和
四
十
年
代
中
頃
か
ら
各
地
区
に
整

備
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
時
代
に
合
わ
せ
た
統
廃
合
が

な
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

（
参
考
）
「
境
港
市
史
」
「
西
小
路
界
隈
」

　
　
　
　
　
　
編
集
【
市
史
編
さ
ん
室
】

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
2828
））　

〜〜
幼
い
子
ど
も
た
ち
を
大
切
に

幼
い
子
ど
も
た
ち
を
大
切
に
〜〜

こんにちは！地域おこし協力隊の仲里です。

　実りの秋！「伯州綿」が主役の季節です。１１月にな

り、伯州綿の収穫は大詰めを迎えています。

　以前の記事で、「伯州綿が弾ける様子を動画に収める

こと」が今期の綿栽培の個人的な目標であることをご紹

介しました。何度か失敗もありましたが、無事に撮影に

成功しました。

　綿の実からふわふわの綿ができる様子を見てみると、

「パンッ」と一瞬で白い綿が弾けるのではなく、約２日

間をかけて、ゆっくりと弾けるといった具合でした。

　綿ができる様子は、「弾ける」や「吹き出す」や「裂ける」

など、さまざまな言葉で表現されます。皆さんは、どの

ような表現が似合うと思われますか？

　動画は、フェイスブックや伯州綿の生長カレンダーに

掲載しています。

　伯州綿ブログ：http://hakusyumen.blog.fc2.com

　生長カレンダー：http://watchers.jpn.org

地域おこし協力隊員だより
農政課農業振興係　☎ 47－ 1049

地域地域

伯州綿

当時の保育所（渡地区）

市報さかいみなと　12



情報あらかると

消費生活相談室　☎47－ 1106 FAX 44 － 7957

210消費生活相談室です消費生活相談室です
地域振興課人権政策室　☎47－ 1102

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 195

多くの人は、生物学的な性（身体の性）と性自認（

心の性）が一致していますが、「身体の性」と「心の

性」に違和感を持っている人もいます。人間の性（セ

クシュアリティ）は、二つのパターン（男性・女性）

に分けられるほど単純なものではありません。　

　代表的な「性的マイノリティ（少数派）」の頭文字

をとって、「ＬＧＢＴ」と表現することがあります。

さまざまな調査から、ＬＧＢＴに該当する人は、人口

の約５～８％であると推定されています。

　　Ｌ（レズビアン…女性同性愛者）

　　Ｇ（ゲイ…男性同性愛者）

　　Ｂ（バイセクシュアル…両性愛者）

　　Ｔ（トランスジェンダー…「身体の性」と「心の

　　　　性」が一致しない人）

　近年、「性的マイノリティ（少数派）」への理解が広

がっていますが、未だ、社会生活のさまざまな場面で

根強い偏見や差別があり、人権問題が発生しています。

　私たちは、「性」について、正しい理解を深め、誰

もが自分のセクシュアリティ（性）が尊重され、自分

らしく生きることができる社会の実現を目指さなけれ

ばなりません。

　普段の食生活でどんなことに気をつけていますか？　

「平成２９年度境港市健康づくりに関するアンケート」

の結果では、「栄養バランスを考えている」と答えた

人は３７％でした。女性より男性のほうが考えている

割合が低く、年齢が若いほど低くなっています。

　私たちが健康でくらすために１日に「なにを」「ど

れだけ」食べたらいいか、料理の組み合わせと量を分

かりやすくイラストで示したのが「食事バランスガイ

ド」です。コマの形を使って、上から順に主食、副菜、

主菜、牛乳・乳製品、果物に区分し、イラストであら

わしたものです。どれか足

りないとコマが倒れてしま

います。

　ぜひ、毎日の食事バラ

ンスを整えて上手にコマ

を回してください。

▼問い合わせ先
　健康推進課　☎４７－１０４３

保健師の
　　  ちょっと一言
食事バランスガイドとは？

“ＬＧＢＴ ”って、ご存知ですか
　　　　～ 「身体の性」と「心の性」 ～

現金を使わないキャッシュレス決済のなかにスマホ決

済があります。最近よく聞く「〇〇Ｐａｙ（ペイ）」も

その一つです。

【スマホ決済のしくみ】
　スマホに決済専用のアプリをダウンロードし、クレジ

ットカードや銀行口座、電子マネーなどの支払い方法を

事前に登録しておき、お買い物時にスマホを読み取り機

にかざしたり、バーコードやＱＲコードを読み取ったり

することで支払いができる決済方法です。

　上手に使えば便利な支払い方法ですが、安心・安全に

使うためには気を付けなければならない点もあります。

【ここに注意】
◇スマホで決済した金額は必ずその場で確認し、利用履

　歴等は必ず残しておきましょう。

◇第三者に悪用されないように、ロック機能やアプリの

　パスワードの設定を行い、自己管理を徹底しましょう。

◇万が一スマホを紛失した際、回線を止めても決済アプ

　リの多くは利用ができる状態です。事前に利用停止方

　法等を確認しておき、紛失に気づいたらすぐにアプリ

　の運営会社やアプリに登録したクレジット会社等に連

　絡しましょう。

◇クレジットカード情報が他人のスマホに登録され不正

　利用されたケースもあります。カード管理も徹底しま

　しょう。

▼相談受付時間
　毎週月～金曜日
　午前９時～正午、午後１時～４時

スマホ決済を上手に利用するために

13　令和元年１１月



有　

料　

広　

告

informationinformation

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

購
入
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入
引
換

券
の
申
請
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

購
入
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

人
に
は
、
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、購
入
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

◇
令
和
元
年
度
住
民
税
非
課
税
者
（

　

た
だ
し
、
住
民
税
課
税
者
と
生
計

　

同
一
の
配
偶
者
・
扶
養
親
族
、
生

　

活
保
護
被
保
護
者
等
は
対
象
外
）

◇
子
育
て
世
帯
（
平
成
28
年
４
月
２

　

日
〜
令
和
元
年
９
月
30
日
の
間
に

　

生
ま
れ
た
子
が
属
す
る
世
帯
の
世

　

帯
主
）

※
８
月
以
降
に
生
ま
れ
た
子
が
属
す

　

る
世
帯
に
は
、
購
入
引
換
券
を
11

　

月
中
旬
ま
で
に
発
送
し
ま
す
。

▼
販
売
・
商
品
券
有
効
期
限

　

来
年
３
月
31
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課
商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
６

青
少
年
意
見
発
表
会

　

次
代
を
担
う
中
学
生
が
、
心
か
ら

の
思
い
・
考
え
・
感
銘
を
受
け
た
こ

と
等
を
自
分
の
言
葉
で
発
表
し
ま

す
。
各
中
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
９
人

の
声
を
聞
き
、
青
少
年
と
の
関
わ
り

方
や
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

▼
と　

き

11
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
主　

催

　

青
少
年
育
成
境
港
市
民
会
議

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
１

子
供
・
若
者

　

育
成
支
援
強
調
月
間

内
閣
府
で
は
11
月
を
「
子
供
・
若

者
育
成
支
援
強
調
月
間
」
と
定
め
、

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
に
対
す
る

国
民
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

各
種
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
・
若
者
を
取
り
巻
く
環
境

を
大
人
自
身
も
振
り
返
り
、
地
域
全

体
で
育
み
、
社
会
の
一
員
と
し
て
自

立
し
、
活
躍
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
１

教
育
施
設
公
開
日

　

市
内
の
各
教
育
施
設
を
、
一
般
に

公
開
し
ま
す
。

※
日
程
以
外
で
、
見
学
を
希
望
す
る

　

場
合
は
、
各
学
校
の
校
長
ま
た
は

　

教
頭
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ
・
と
き
（
い
ず
れ
も
11
月
）

◇
上
道
小
学
校　

２
日
（
土
）

◇
渡
・
外
江
・
余
子
・
誠
道
小
学
校

10
日
（
日
）（
誠
道
は
午
前
の
み
）

◇
境
・
中
浜
小
学
校　

17
日
（
日
）

◇
第
一
中
学
校

　

８
日
（
金
）・
９
日
（
土
）

※
９
日
の
会
場
は
、
文
化
ホ
ー
ル

◇
第
二
中
学
校

　

２
日
（
土
）・
３
日
（
日
）

◇
第
三
中
学
校　

２
日
（
土
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課
指
導
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
８
８

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機

の
配
付
希
望
調
査

　

市
で
は
、
現
在
の
防
災
行
政
無
線

を
更
新
予
定
で
す
。

　

こ
の
度
、
屋
内
で
も
放
送
内
容
が

視
聴
で
き
る
「
戸
別
受
信
機
」
の
配

付
（
貸
与
）
希
望
に
つ
い
て
の
意
向

調
査
を
行
い
ま
す
。

▼
配
付
対
象　

住
民
基
本
台
帳
登
録

世
帯
、
市
内
事
業
所

▼
配
布
台
数

　

１
世
帯
（
１
戸
）
お
よ
び
１
事
業

所
に
つ
き
１
台

▼
自
己
負
担　

３
０
０
０
円（
１
台
）

▼
回
答
方
法

　

本
紙
に
折
り
込
み
の
チ
ラ
シ
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
回
答
期
限

11
月
29
日
（
金
）（
必
着
）

▼
回
答
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
１

あ
な
た
の
健
診
結
果
を

教
え
て
く
だ
さ
い

　

市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
40
歳
以
上
で
、
職
場
な
ど
で
健

康
診
断
を
受
け
て
い
る
人
は
、
そ
の

結
果
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

結
果
通
知
を
持
参
し
、
保
健
師
等

の
健
康
相
談
を
受
け
た
人
に
記
念
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
１
世
帯
に
ひ
と
つ
で
す
。

※
昨
年
度
以
前
の
国
民
健
康
保
険
税

　

の
滞
納
が
あ
る
世
帯
を
除
き
ま
す
。

▼
対
象
者

40
歳
以
上
の
境
港
市
国
民
健
康
保

険
加
入
者
（
先
着
１
０
０
人
）

▼
提
出
す
る
も
の

◇
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

◇
今
年
４
月
１
日
以
降
に
受
診
し
た
、

　

職
場
な
ど
の
健
康
診
断
の
結
果

　

（
境
港
市
特
定
健
康
診
査
を
除
く
）

▼
締
め
切
り　

来
年
２
月
28
日（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
６

市報さかいみなと　14
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医
療
費
通
知
送
付
予
定

　

市
報
６
月
号
で
送
付
時
期
を
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
送
付
時
期
を
変

更
し
ま
す
。

▼
今
年
度
の
送
付
予
定

◇
１
〜
３
月
診
療　

送
付
済（
７
月
）

◇
４
〜
６
月
診
療　

送
付
済（
10
月
）

◇
７
〜
10
月
診
療　

２
月
上
旬

◇
11
〜
12
月
診
療　

４
月
上
旬

▼
注
意
点

◇
再
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
に
利
用

　

で
き
ま
す
が
、
11
月
と
12
月
診
療

　

分
に
つ
い
て
は
、
送
付
が
間
に
合

　

い
ま
せ
ん
。
必
ず
領
収
書
を
保
存

　

し
て
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
送
付
先
を
変
更
し
た
い
場
合
な
ど

　

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
６

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
】

　

女
性
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
3
月
曜
日

◇
大　

人　

５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

【
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

65
歳
以
上
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日

◇
65
歳
以
上
５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
70
歳
以
上
３
１
０
円
↓
３
０
０
円

【
そ
の
他
の
各
種
割
引
】

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引

　

誕
生
日
の
人
は
入
浴
料
が
無
料

（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女
湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男
湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
４
０
６
０

11
月
30
日
は
年
金
の
日

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見

込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の

年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将

来
の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、

ご
自
身
の
年
金
記
録
を
基
に
様
々
な

パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■h
ttp

s://w
w
w
.n
e
n
k
in
.g
o
.jp
/

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
34
‐
６
１
１
１

税
金
の
相
談
は
電
話
で

申
告
は
ネ
ッ
ト
で

【
国
税
に
関
す
る
相
談
は
電
話
で
】

　

税
務
署
へ
の
電
話
は
、
自
動
音
声

で
案
内
し
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
番

号
を
押
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談

②
申
告
や
面
接
に
よ
る
個
別
相
談
の

　

予
約
受
付

③
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
の
相
談

※
②
の
個
別
相
談
日
程

・
月
曜
日　

相
続
税
、
譲
渡
所
得
、

　
　
　
　
　

贈
与
税

・
火
曜
日　

申
告
所
得
税
（
譲
渡
所

　
　
　
　
　

得
を
除
く
）
、

　
　
　
　
　

消
費
税
（
個
人
）

・
水
曜
日　

法
人
税
、

源
泉
所
得
税
、

　
　
　
　
　

消
費
税
（
法
人
）

・
木
曜
日　

印
紙
税
、
諸
税

【
申
告
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
便
利
】

　

専
用
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
あ

れ
ば
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
な
く
て

も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か

ら
申
告
が
可
能
で
す
。

　

Ｉ
Ｄ
等
は
、
税
務
署
窓
口
で
発
行

し
て
い
ま
す
。
運
転
免
許
証
な
ど
の

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
持
参

し
、
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
確
定
申
告
等
の
時
期
が
近

づ
く
と
大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、

早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

米
子
税
務
署　

☎
32
‐
４
１
２
１

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
入

札
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
６

種 別 電気通信 舗装 土木

工 事 名
境港市防災行政無線システム

更新事業
漁港関連道線外
舗装修繕工事

渡漁港周辺道路改築
工事（その１）

入 札 日 ９月３日 ９月９日 ９月９日

予定価格 386,100 千円 19,504 千円 10,488 千円

落 札 額 386,100 千円 19,030 千円 10,278 千円

落 札 率 100.0% 97.6％ 98.0%

落 札 者
日本無線㈱山陰営業所

（プロポーザル優先交渉権者）
㈲足立道路 ㈱西村工業

い
い　
　

み
ら
い

有　

料　

広　

告  
      
      

Web

　

市
報
広
告
募
集
中

　
（
月
額
５
千
円
〜
）

◆
地
域
振
興
課　

☎
47
‐
１
０
１
０

15　令和元年１１月
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西
部
消
防
局
だ
よ
り

【
11
月
９
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」】

　

通
報
時
は
、
落
ち
着
い
て
係
員
の

質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。
い
ざ
と

い
う
時
に
備
え
て
、
電
話
機
の
そ
ば

に
住
所
、
名
前
、
電
話
番
号
を
記
入

し
た
メ
モ
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
、
災
害

現
場
の
地
点
特
定
に
時
間
を
要
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
付
近
の
目
標
と

な
る
建
物
や
住
居
表
示
な
ど
を
確
認

し
て
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

【
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
】

▼
防
火
標
語
「
ひ
と
つ
ず
つ　

い
い

ね
！
で
確
認　

火
の
用
心
」

▼
期　

間

　

11
月
９
日
（
土
）
〜
15
日
（
金
）　

　

寒
く
な
り
、
ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房

器
具
の
使
用
が
増
え
て
く
る
時
期
で

す
。暖
房
器
具
を
使
用
す
る
前
に
は
、

点
検
を
実
施
し
、
正
し
く
使
っ
て
、

火
災
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

　

消
防
局　
　
　

☎
35
‐
１
９
５
１

宝
く
じ
は
ま
ち
を

元
気
に
し
て
い
ま
す

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
に

よ
り
、
上
道
町
6
区
自
治
会
が
物
置

や
除
雪
機
、
祭
り
の
備
品
な
ど
を
整

備
し
ま
し
た
。
備
品
は
夕
涼
み
会
で

活
用
さ
れ
、
住
民
同
士
の
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
自
治
会

活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
備
品
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
地
域
で
行
わ
れ
る
様
々
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
活
発
に
な
り
、

地
域
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
４

農
業
委
員
会
情
報

　

今
年
秋
の
農
作
業
労
賃
標
準
額
を

決
定
し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局（
農
政
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
３

最
低
賃
金
の
改
正

　

10
月
５
日
か
ら
、
鳥
取
県
最
低
賃

金
が
時
間
額
７
９
０
円
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
、
業
種
や
規
模
お
よ

び
常
用
・
臨
時
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー

ト
・
嘱
託
な
ど
の
雇
用
形
態
や
呼
称

に
か
か
わ
ら
ず
、
県
内
の
事
業
場
で

働
く
す
べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
額
に
は
、
次
の
賃
金
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◇
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族

　

手
当

◇
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

◇
１
カ
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支

　

払
わ
れ
る
賃
金

◇
時
間
外
、
休
日
お
よ
び
深
夜
労
働

　

の
割
増
賃
金

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　

☎
０
８
５
７
‐
29
‐
１
７
０
５

行
政
相
談
委
員
の
顕
彰

　

行
政
相
談
委
員
の
渡
邉
は
る
み
さ

ん
が
、
行
政
相
談
功
労
と
し
て
総
務

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
邉
さ
ん
は
、
平
成
20
年
か
ら
現

在
ま
で
行
政
相
談
委
員
と
し
て
ご
活

躍
で
す
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
５
７
‐
24
‐
５
５
４
１

※
境
港
市
で
は
、
３
人
の
行
政
相
談

　

員
が
定
期
的
に
相
談
を
行
っ
て
い

　

ま
す
。
日
程
な
ど
は
毎
月
、「
く
ら

　

し
の
相
談
日
」
欄
（
今
月
号
で
は

　

25
ペ
ー
ジ
）
で
お
知
ら
せ
し
て
い

　

ま
す
。

有　

料　

広　

告

作業名
標準額

（税込み）
摘要

耕 

う 

ん

水田一般 6,700 円

10 アール当たり水田ほ場整備地 6,500 円

畑 9,000 円

稲 

刈 

り

バインダー 15,000 円
10 アール当たり
（ひも込み）

コンバ
イン

水田一般 32,000 円
10 アール当たり
（乾燥込み）水田ほ場

整備地
31,000 円

脱　穀 550 円 もみ 30kg 当たり

一般労務 800 円 1 時間当たり

行政相談委員の

渡邉はるみさん

市報さかいみなと　16
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津
波
災
害
警
戒
区
域
の
指
定

に
か
か
る
住
民
説
明
会

　

鳥
取
県
が
指
定
す
る
「
津
波
災
害

警
戒
区
域
（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）」

に
つ
い
て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
17
日
（
日
）

　

午
後
３
時
（
１
時
間
程
度
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

※
鳥
取
県
担
当
者
が
説
明
し
ま
す

▼
津
波
災
害
警
戒
区
域
（
イ
エ
ロ
ー

ゾ
ー
ン
）
と
は

　

最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
が
発
生
し
た

場
合
に
津
波
に
よ
る
人
的
災
害
を
防

止
す
る
た
め
、
警
戒
避
難
体
制
を
特

に
整
備
す
べ
き
区
域
と
し
て
県
知
事

が
指
定
す
る
も
の
（
指
定
範
囲
…
本

市
の
津
波
浸
水
想
定
区
域
と
同
一
区

域
）

▼
主
な
内
容

　

津
波
に
適
切
な
避
難
場
所
の
高
さ

の
目
安
「
基
準
水
位
※
」
を
公
表

※
津
波
浸
水
想
定
の
浸
水
深
に
津
波

　

が
建
物
等
に
衝
突
し
た
際
の
せ
き

　

上
げ
高
を
加
え
た
水
位

▼
指
定
に
よ
り
義
務
化
さ
れ
る
も
の

◇
自
治
体
の
避
難
訓
練
の
実
施
、
津

　

波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
等

◇
要
配
慮
者
利
用
施
設
（
福
祉
施
設

　

等
）
の
避
難
確
保
計
画
の
作
成
等

◇
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
取
引
時
に

　

お
け
る
重
要
事
項
説
明

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
１

年
末
調
整
事
務
・
消
費
税

軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　

事
業
者
を
対
象
に
、
年
末
調
整
事

務
お
よ
び
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
19
日
（
火
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

米
子
税
務
署　

☎
32
‐
４
１
２
１

精
神
障
が
い
者
家
族
会

こ
こ
ろ
の
学
習
会

　

心
の
病
気
に
関
心
が
あ
る
人
や
ご

家
族
、
身
近
に
心
の
病
気
を
抱
え
た

人
が
い
る
人
同
士
で
、
こ
こ
ろ
の
病

気
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

▼
と　

き　

12
月
7
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

　

当
事
者
や
家
族
の
か
ら
の
お
話

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
１

米
子
鬼
太
郎
空
港

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

〜
忘
れ
ら
れ
な
い
秋
に
し
よ
う
〜

　

米
子
鬼
太
郎
空
港
は
11
月
よ
り

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
広
く
使
い
や
す

く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
の
皆
さ
ま
へ
の
お

披
露
目
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

▼
と　

き

　

11
月
９
日
（
土
）、
10
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

米
子
鬼
太
郎
空
港
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
館
内

▼
内　

容　

お
笑
い
コ
ン
ビ
「
Ｕ
字

工
事
」
が
や
っ
て
来
る
！　

ほ
か

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
の
ご
利

　

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

米
子
空
港
ビ
ル
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　

☎
45
‐
６
１
２
１

※
米
子
鬼
太
郎
空
港
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■h
ttp

s://w
w
w
.y
o
na
g
o
-a
ir.co

m
/

菅
沢
ダ
ム
完
成
50
年
記
念
式

　

国
土
交
通
省(

旧
建
設
省)
が
中

国
地
方
で
最
初
に
建
設
し
た
菅
沢
ダ

ム
が
、
昭
和
43
年
に
完
成
し
て
か
ら

50
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

完
成
50
年
を
記
念
し
て
、
記
念
式

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
付
開
始　

午
前
９
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ　

日
南
町
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
「
さ
つ
き
ホ
ー
ル
」

（
鳥
取
県
日
野
郡
日
南
町
霞
７
８
５
）

※
入
場
無
料

▼
内　

容

◇「
大
蛇
退
治
」（
上
演　

日
南
神
楽

　
　

神
光
社)

◇
ダ
ム
建
設
当
時
の
記
録
映
像
上
映

◇
流
域
の
中
学
生
等
に
よ
る
ビ
デ
オ

　

メ
ッ
セ
ー
ジ

｢

こ
れ
か
ら
の
菅
沢

　

ダ
ム
・
日
野
川
へ｣　

 

な
ど

※
日
野
町
、
日
南
町
に
よ
る
食
の
イ

　

ベ
ン
ト
も
開
催
予
定
で
す
。

※
内
容
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

国
土
交
通
省
日
野
川
河
川
事
務
所

　

総
務
課　
　
　

☎
27
‐
５
４
８
４

平
和
の
た
め
の
戦
争
展

　

戦
争
に
ま
つ
わ
る
展
示
や
体
験
を

通
し
て
平
和
の
大
切
さ
を
考
え
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
和
の

た
め
の
戦
争
展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き

　

11
月
23
日
（
土
）・
24
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

し
お
さ
い
会
館 

【
展
示
】

　

「
日
本
と
中
国
・
朝
鮮
の
関
係
」

の
パ
ネ
ル
、
戦
争
遺
品
と
生
活
用
具
、

玉
栄
丸
・
原
爆
の
写
真　

ほ
か

【
戦
争
体
験
を
語
る
会
】

▼
と　

き　

23
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

【
講
演
会
「
鳥
取
県
に
お
け
る
満
蒙

開
拓
の
歴
史
」】

▼
と　

き　

24
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

▼
講
師　

小
山
富
見
男
さ
ん
（
新
鳥

取
県
史
編
さ
ん
委
員
）

【
バ
ザ
ー
】

▼
と　

き　

23
日
（
土
）・
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
24
日
は
、
午
後
４
時
ま
で
）

※
食
品
の
取
り
扱
い
は
午
前
11
時
30

　

分
〜
午
後
１
時
30
分

◇
23
日
（
土
）
お
に
ぎ
り
・
豚
汁

◇
24
日
（
日
）
お
に
ぎ
り
・
そ
ば

▼
問
い
合
わ
せ
先　

平
和
の
た
め
の

戦
争
展
実
行
委
員
会
事
務
局

　

由
浪
さ
ん　
　

☎
45
‐
７
２
９
０

境
港
市
合
唱
祭
２
０
１
９

　

市
内
で
活
動
し
て
い
る
合
唱
団
、

総
勢
２
０
０
名
が
出
演
し
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

（
開
場　

午
後
１
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

３
０
０
円
（
高
校
生
以

下
無
料
）

▼
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

　

各
公
民
館
・
文
化
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先　

境
港
市
合
唱
連
盟

　

佐
々
木
さ
ん　

☎
44
‐
２
３
１
０

催催  

しし

Web

17　令和元年１１月
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ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　

航
空
自
衛
隊
西
部
航
空
音
楽
隊
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

　

（
開
場　

午
後
１
時
）

▼
と
こ
ろ　

米
子
市
公
会
堂

※
入
場
は
無
料
で
す
が
、
入
場
整
理

　

券
が
必
要
で
す
。

▼
入
場
整
理
券
取
扱
い
場
所

　

境
港
市
役
所
市
民
課
、
自
衛
隊
米

子
地
域
事
務
所
、
米
子
市
公
会
堂
、

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
、
鳥
取
県
西
部

各
市
町
村
役
場

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
33
‐
２
４
４
０

親
子
の
た
め
の

お
か
ね
学
習
フ
ェ
ス
タ

　

親
子
で
お
か
ね
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

「
お
か
ね
の
体
験
広
場
」
で
は
、

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
貯
金
箱
を

作
れ
る
体
験
や
、
１
億
円
の
入
っ
た

バ
ッ
グ
の
重
さ
を
体
験
す
る
コ
ー

ナ
ー
、
パ
ネ
ル
の
ヒ
ン
ト
を
た
よ
り

に
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
楽
し
む「
お

か
ね
ク
イ
ズ
」
な
ど
楽
し
み
な
が
ら

学
べ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
盛
り
沢
山
で

す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

12
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
米
子
市
末
広
町
２
９
４
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

金
融
教
育
フ
ェ
ス
タ
事
務
局

　

☎
０
１
２
０
‐
９
５
５
‐
９
７
２

■fe
sta

@
fe
sta

2
0
1
9
.jp

■h
ttp

s://w
w
w
.fe

sta
2
0
1
9
.jp
/

め
ざ
せ
！
ま
ち
を
ニ
ワ
に

　

園
芸
福
祉
を
始
め
ま
せ
ん
か
？
園

芸
福
祉
と
は
、「
植
物
と
接
し
て
仲

間
を
つ
く
り
、
み
ん
な
で
幸
せ
に
な

ろ
う
」
と
い
う
活
動
で
す
。

　

茶
話
会
で
一
緒
に
意
見
交
換
を
し

ま
し
ょ
う
。

▼
と　

き　

11
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
２
日

　

前
ま
で
に
電
話
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ

　

セ
ー
ジ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ　

上
道
公
民
館

▼
参
加
料　

無
料

▼
協　

力

◇
境
港
親
と
子
ど
も
の
劇
場

◇
自
然
農
法
園
さ
か
い
夢
の
浜

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

遠
藤
ゆ
か
り
さ
ん
（
初
級
園
芸
福

祉
士
）

☎
０
９
０
‐
６
８
３
７
‐
２
６
６
７

市
職
員
採
用
試
験

　

来
年
４
月
１
日
採
用
予
定
者
を
募

集
し
ま
す
。

▼
採
用
予
定
者
数

◇
保
健
師　

１
人

▼
受
験
資
格

◇
住
所
要
件　

な
し

◇
年
齢
要
件　

昭
和
54
年
４
月
２
日

　

以
降
に
生
ま
れ
た
人

◇
資
格
要
件　

保
健
師
の
免
許
を
有

　

す
る
人
ま
た
は
来
年
３
月
末
ま
で

　

に
取
得
見
込
み
の
人

▼
一
次
試
験
日

　

来
年
１
月
26
日
（
日
）

▼
申
込
期
限　

12
月
25
日
（
水
）

　

午
後
５
時
15
分
（
必
着
）

▼
提
出
書
類

◇
受
験
申
込
書
・
履
歴
書

◇
自
己
紹
介
文

※
詳
細
は
、
実
施
要
項
で
ご
確
認
く

　

だ
さ
い
。

※
実
施
要
項
・
提
出
書
類
は
総
務
課 

　

で
交
付
し
ま
す
。（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

　

ま
す
。）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
職
員
係
☎
47
‐
１
０
０
９

※
市
職
員
等
の
採
用
情
報
は
こ
ち
ら

■https://w
w
w
.city.sa

ka
im
ina

to
.

　

lg
.jp
/in
d
e
x
.p
h
p
?
v
ie
w
=
2
5
6
3

行
政
事
務
嘱
託
職
員

（
非
常
勤
）

　

詳
細
は
、
総
務
課
で
配
布
の
実
施

要
項
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
職
種
・
人
数

◇
保
育
士
（
期
間
業
務
）
１
人
程
度

▼
年
齢
・
資
格
要
件
・
勤
務
条
件
等

　

実
施
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
採
用
予
定
日　

12
月
１
日
（
日
）

▼
応
募
期
限　

11
月
18
日
（
月
）

▼
試
験
日

　

応
募
者
へ
別
途
通
知
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
職
員
係
☎
47
‐
１
０
０
９

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

　

正
社
員
就
職
に
向
け
て
ハ
ロ
ー
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
（
公
的
職
業
訓
練
）
制

度
の
活
用
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
訓
練
制
度
、
コ
ー
ス
説
明
や
、

受
講
生
を
採
用
し
た
企
業
の
担
当
者

に
よ
る
受
講
生
へ
の
期
待
や
、
採
用

後
の
育
成
方
針
等
の
説
明
の
ほ
か
、

希
望
に
よ
り
企
業
、訓
練
実
施
機
関
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
の
個
別
相
談
が

で
き
ま
す
。

▼
対　

象

　

就
職
氷
河
期
世
代
を
中
心
と
し
た

正
社
員
就
職
を
希
望
す
る
概
ね
55
歳

ま
で
の
人
、
ま
た
は
家
族
等
の
支
援

者

▼
と　

き　

11
月
22
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

（
受
付
開
始　

午
後
１
時
）

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鳥
取

（
鳥
取
市
若
葉
台
７
丁
目
１
番
11
号
）

▼
参
加
料　

無
料

※
服
装
は
自
由
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子

　
　
　
　
　
　
　

☎
33
‐
３
９
１
１

境
港
再
発
見
講
座

「
境
港
楽
」
参
加
者

　

「
郷
土
の
こ
と
、
も
っ
と
知
り
た

い
ね
」
と
、
勉
強
会
を
ひ
ら
い
て
い

ま
す
。

　

今
年
最
後
の
講
座
テ
ー
マ
は
「
島

根
半
島
洞
窟
遺
跡
と
わ
た
し
た
ち
」

で
す
。
サ
ル
ガ
鼻
遺
跡
で
発
掘
さ
れ

た
土
器
や
人
骨
な
ど
か
ら
見
え
て
く

る
こ
と
を
お
話
し
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
14
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
浜
の
里
）

▼
講　

師

　

寺
沢
敬
人
さ
ん
（
恩
賜
財
団
済
生

会
鳥
取
県
支
部
常
務
理
事
）

▼
参
加
費
（
資
料
代
）　

５
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
楽
習
会　

定
岡
さ
ん

☎
０
９
０
‐
８
０
６
４
‐
６
１
９
１

募募  

集集

Web Mail

Web

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

バ
ナ
ー
広
告
募
集
中

　
　

（
月
額
５
千
円
）

◆
地
域
振
興
課　

☎
47
‐
１
０
１
０
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informationinformationinformationinformation

市
営
住
宅
の
入
居
者

▼
入
居
資
格
（
一
般
）

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
1
人
あ
る
こ
と

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
申
込
期
限　

11
月
11
日
（
月
）

▼
入
居
抽
選
日　

11
月
13
日
（
水
）

▼
入
居
可
能
日　

12
月
１
日
（
日
）

 

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
、
別
途

　

駐
車
場
使
用
料
が
必
要
で
す
。

　

（
１
区
画
月
額
１
０
０
０
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
築
営
繕
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
９

原
子
力
防
災
現
地
研
修
会

（
見
学
会
）
参
加
者

▼
と　

き　

11
月
25
日
（
月
）

◇
集　

合　

午
前
９
時
40
分

◇
解　

散　

午
後
４
時
20
分

▼
見
学
施
設

◇
島
根
県
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

◇
島
根
原
子
力
発
電
所
（
バ
ス
車
内

　

か
ら
見
学
）

▼
集
合
場
所

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
前　

▼
募
集
人
数　

40
人

▼
申
し
込
み
方
法

　

は
が
き
、
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

電
子
メ
ー
ル
で
、
参
加
者
全
員
の
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番

号
、
生
年
月
日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
１
回
の
申
し
込
み
で
４
人
ま
で

応
募
可
能
で
す
。

▼
申
込
期
限

　

11
月
18
日
（
月
）
正
午

▼
そ
の
他

◇
参
加
費
は
無
料
で
す
。

◇
昼
食
を
用
意
し
ま
す
。

◇
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
０
‐
８
５
７
０

　

鳥
取
市
東
町
１
丁
目
２
７
１

　

鳥
取
県
原
子
力
安
全
対
策
課

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
９
７
３

　
　

■
０
８
５
７
‐
26
‐
８
８
０
５

■g
e
n
sh
iry

o
k
u
-a
n
ze
n

@
p
re
f.to

tto
ri.jp

求
む
！
移
住
者
の
声

　

市
民
の
行
政
活
動
へ
の
参
加
や
市

民
活
動
団
体
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
の
取
り
組

み
に
対
し
て
助
言
な
ど
を
行
う
「
境

港
市
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

議
」
の
委
員
と
一
緒
に
、
境
港
市
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
だ
く
移
住

者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

市
外
か
ら
境
港
市
に

移
住
し
た
人

▼
募
集
人
数　

若
干
名

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
会
議
日
時　

12
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
協
議
内
容　

境
港
市
に
移
住
し
て

感
じ
た
こ
と
、
境
港
市
の
良
い
と
こ

ろ
・
悪
い
と
こ
ろ　

な
ど

▼
報　

酬　

支
給
な
し

▼
応
募
方
法

　

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
、
簡
単
な
自
己
紹
介
や
話
し
た

い
こ
と
な
ど
を
明
記
の
う
え
、持
参
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限

　

11
月
20
日
（
水
）（
必
着
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
４

　
　
　
　
　
　
　

■
47
‐
１
２
０
５

■c
h
iik
ish

in
k
o
u

@
c
ity

.sa
k
a
im
in
a
to
.lg
.jp

夢
を
生
き
る
女
性
の
た
め
の

教
育
・
訓
練
賞
対
象
者

　

夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
る
女
性
の

た
め
の
教
育
・
訓
練
賞
の
対
象
者
を

募
集
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

自
身
と
扶
養
家
族
に
対
し
、
主
に

経
済
的
責
任
を
負
い
な
が
ら
、
職
業

訓
練
、
専
門
学
校
、
短
期
大
学
、
大

学
に
在
学
中
ま
た
は
入
学
許
可
を
得

て
い
る
女
性
。

▼
支
援
額　

50
万
円
（
１
人
）

　
　
　
　
　

30
万
円
（
３
人
）

　
　
　
　
　

20
万
円
（
若
干
名
）

※
審
査
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

▼
応
募
期
限　

11
月
30
日
（
土
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
境
港

　

小
徳
さ
ん　
　

☎
44
‐
１
６
１
５

境
港
市
読
書
ま
つ
り

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
読
書
に
関

す
る
催
し
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
市

報
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
と　

き　

12
月
15
日
（
日
）

【
参
加
者
募
集
】

▼
展
示
写
真

　

テ
ー
マ「
本
の
あ
る
風
景
の
写
真
」

※
写
真
の
大
き
さ
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
電
子
デ
ー
タ
で
の
提
出
で
も
か
ま

　

い
ま
せ
ん
。

▼
一
箱
本
屋
さ
ん

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
一
箱
に
お
持
ち
の
不

要
本
を
入
れ
、
ご
自
身
で
販
売
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
価
格
は
ご
本
人
が
設
定
し
ま
す
。

※
残
っ
た
本
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ

　

い
。

▼
申
込
期
限　

11
月
29
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
１

「
の
場
所
の
読
書
会
」

 
参
加
者

　

境
港
市
読
書
ま
つ
り
で
、
お
す
す

め
の
本
を
紹
介
し
合
う
読
書
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

12
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

会
議
室

▼
参
加
費　

無
料

▼
観　

覧　

観
覧
の
み
も
可
能

▼
内　

容

　

持
参
し
た
お
す
す
め
の
本（
１
冊
）

を
１
人
５
分
程
度
で
紹
介
し
合
い
ま

す
。

※
テ
ー
マ
、
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ

　

ん
。

▼
参
加
方
法

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
開

始
時
刻
ま
で
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
読
書
会　

の
場
所

■d
o
ku
sh
o
.n
o
b
a
sh
o

@
g
m
a
il. c

o
m

FAX

Mail

FAX

団地名
上道団地

（上道町 3565）
外江団地

（外江町 3266-5）

種別 一般 一般

建設年度 平成 13 年 昭和 59 年

構造 鉄筋・4階建 鉄筋・4階建

募集住戸 12 棟 102 号（1階）3号（2階）5号（3階）

間取り等
3LDK6 畳 (2)、

洋 6畳

3DK6 畳 (2)、

4.5 畳

家賃 23,800 ～ 46,800 円 16,100 ～ 31,700 円

Mail

Mail
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「
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」
＆

「
ひ
き
こ
も
り
か
ら
の
回
復
」

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

　

日
頃
気
に
な
っ
て
い
る
悩
み
や
、

困
り
ご
と
な
ど
、
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
お
話
を
伺
い
ま
す
。
同
日
に

「
ひ
き
こ
も
り
か
ら
の
回
復
」
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
上
映
し
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
23
日
（
土
）

◇
こ
こ
ろ
の
相
談
会
（
対
面
相
談
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
１
人
１
時
間
ま
で
・
秘
密
厳
守
）

◇
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
「
ひ
き
こ
も
り
か
ら

　

の
回
復
」

①
午
前
９
時
40
分
〜
11
時
40
分

②
午
後
１
時
15
分
〜
２
時
45
分

▼
と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー　

３
階

▼
参
加
料　

無
料

※
相
談
会
は
、
事
前
申
し
込
み
が
必

　

要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
っ

と
り

　
　

☎
０
１
２
０
‐
82
‐
５
８
５
８

納
税
相
談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産
の
換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

11
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　
　

12
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

　

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら

　

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課　

☎
47
‐
１
０
２
０

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

　

「
働
く
こ
と
に
自
信
が
も
て
な
い
」

「
仕
事
の
選
び
方
が
わ
か
ら
な
い
」

「
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
」

な
ど
、
今
の
思
い
を
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
働
く
こ
と
に
踏
み
出
し
た
い

あ
な
た
、
新
し
い
一
歩
を
一
緒
に
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象

　

15
歳
か
ら
39
歳
で
仕
事
を
探
し
て

い
る
人
や
そ
の
家
族

▼
と　

き　

11
月
22
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

※
事
前
に
、
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

　

さ
い
。
予
約
が
な
い
人
も
相
談
で

　

き
ま
す
が
、
予
約
を
優
先
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

市
役
所
別
館　

第
５
会
議
室

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　

☎
21
‐
５
６
７
８

な
ん
で
も
相
談
会

　

高
齢
者
・
障
が
い
の
あ
る
人
等
の

権
利
擁
護
の
た
め
に
、
弁
護
士
・
司

法
書
士
等
の
専
門
職
が
、相
続
関
係
・

成
年
後
見
制
度
・
差
別
待
遇
の
こ
と

な
ど
、
な
ん
で
も
相
談
に
乗
り
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

11
月
22
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

※
事
前
に
、
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▼
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
浜
の
里
）

▼
料　

金　

無
料

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
９

出
張
！

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
お
仕
事
相
談
室
】

▼
と　

き　

11
月
７
日
（
木
）

　
　
　
　
　

12
月
５
日
（
木
）

　

各
日
と
も
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
５
境
港
店

【
お
仕
事
相
談
室
】

▼
と　

き　

11
月
25
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

誠
道
公
民
館

【
生
涯
現
役
お
仕
事
相
談
会
】

▼
と　

き　

12
月
２
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
浜
の
里
）

※
「
子
育
て
応
援
お
仕
事
相
談
室
」

　

も
開
催
し
ま
す
。
日
程
等
は
、
本

　

紙
22
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
３
３
９
５

informationinformationinformationinformation

相相  

談談

さかいみなと消防フェア

　いろいろな展示や体験コーナーを通して、消防の仕事につい

て楽しく理解を深めたり、消防職団員との交流ができたりする

イベントです。

　子どもも楽しめるイベントがいっぱいですので、皆さんでご

来場ください。

▼と　き　１１月２３日（土）午前１０時～正午（雨天中止）

▼ところ　境港消防署　屋外訓練場

▼内　容　

　◇消防車両、資機材展示

　◇訓練展示

　◇放水体験、煙体験

　◇救急応急処置体験　など

▼問い合わせ先

　自治防災課自治防災係　☎４７－１０２３

　

市
報
広
告
募
集
中

　
（
月
額
５
千
円
〜
）

◆
地
域
振
興
課　

☎
47
‐
１
０
１
０

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

バ
ナ
ー
広
告
募
集
中

　
　

（
月
額
５
千
円
）

◆
地
域
振
興
課　

☎
47
‐
１
０
１
０
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地域包括支援センター
　　　　　　からのお知らせ

地域ぐるみでフレイル予防！

　市では、元気シニアを増やすため、昨年度から東京大学高

齢社会研究機構の指導を受けながら、フレイル予防に取り組

んでいます。

　まず自分の体の衰えを早くに知ること、その手段として

「フレイルチェック」を行い、どこが弱っているのか、どんな

ことをしたら良いのか、自分で気付くことから始めます。

　フレイルチェックは、サポーターを養成する講座を2日間

受講した市民の皆さんがフレイルサポーターとなり、全国統

一の黄緑色のポロシャツを着用し、保健師と一緒に地域で行

います。

はまカフェ（はまかぜ認知症カフェ）

　季節のお菓子・ひきたてのコーヒーなどを楽しみ

ながら、認知症について学んでみませんか？

　どなたでも参加いただけます。

▼と　き　１１月２７日（水）午後１時～３時

▼ところ　済生会地域ケアセンター１階

　　　　　はまカフェ

▼参加費　１００円

　専門のスタッフに、物忘れや介護の相談ができま

す。

▼問い合わせ先

　介護老人保健施設はまかぜ　☎４２－３１９０

【申し込み・問い合わせ先】 長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１

おれんじカフェさかいみなと

▼ところ　老人福祉センター（浜の里）

▼参加費　１００円

認知症の人を介護する家族のつどい

　認知症に関することや介護の悩みを話す

場所です。

▼と　き　１１月１１日（月）午前１０時～正午

おれんじカフェさかいみなと

　どなたでも参加でき、相談や介護など情報

交換の場として気軽に立ち寄れる場所です。

　今回は「認知症初期集中支援チーム」についてです。

▼と　き　１１月２５日（月）午前１０時～正午

自分の健康意識が

高まった。

自信を持って

食事・運動のアドバイスが

できるようになった。

フレイル予防講演会の様子（１０月３日）

◆フレイルサポーターの声

　現在、フレイルサポーターは４９名になり、まずは自分のフレイル予防のために、そして、地域全体で

フレイル予防に取り組めたらいいな、という思いで頑張っていらっしゃいます。

　１０月３日（木）には、東京大学高齢社会総合研究機構の神谷哲朗先生をお招きし、「つながりが健康を

つくる」をテーマに講演会を開催しました。

　「一人で活動をするより、人と一緒に行う

方がフレイル予防になった」というデータ

から、多くの参加者から「人との繋がりが

大切」、「みんなでつながることが、元気に

なるのだとよくわかった」などの感想があ

りました。これからも声をかけあい、皆さ

んで元気になっていきましょう。

　今後のフレイルチェックの予定は、改め

てお知らせいたしますので、ぜひご参加く

ださい。
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聖心幼稚園 にこにこひろば
　未就園児・在園児親子を対象に下記の催しがあります。

【園舎開放】

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

【園庭開放】

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　☎４２－２０４０

子育て
ひろば

きらきら・ひまわり情報
【巡回子育てプレイランド】※申し込み不要

　「ひまわり」のおもちゃを持って出かけます。一緒にあ

そびましょう。

▼と　き　１１月１５日（金）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

▼ところ　誠道公民館

【おおきくなったね！】※申し込み不要

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　１１月１９日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　１１月生まれの誕生会、親子ふれあい遊び

　　　　　おはなし会、歌、身体計測、手形・足形　など

【０歳さんあつまれ～！】※要申し込み

▼対　象　満１歳までの子どもと保護者

▼と　き　１１月２６日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時５０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　～親子で童謡コンサートを楽しもう～

　　　　　月齢に応じたグループに分かれての交流

　　　　　離乳食、発達、しつけなどの相談など

▼定　員　３０組

▼申込期限　１１月２０日（水）

【命の学習】※申し込み不要

▼と　き　１２月４日（水）午前１０時３０分～１１時

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　～命の大切さについて学びましょう～

　　　　　助産師さんのお話

【きらきらタイム】

▼と　き　毎週木曜日　午前１１時～

▼ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

▼と　き　毎週火曜日　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼申し込み・問い合わせ先

　こども支援センター「きらきら」　☎４５－０１１６

　地域子育て支援センター「ひまわり」　☎２１－８１０３

子育て応援お仕事相談室
子育てと両立できるお仕事を紹介しています。

▼と　き　１１月１４日（木）、２７日（水）、２８日（木）

　　　　　各日とも、午後０時３０分～３時３０分

▼ところ　保健相談センター

▼問い合わせ先

　県立境港ハローワーク　☎４４－３３９５

両　親　学　級
▼対　象　妊娠中の人とそのパートナー

　　　　　※妊婦さんお一人の参加も大丈夫です。

▼と　き　１１月１７日（日）

　　　　　午前９時３０分～１１時３０分

　　　　　※事前申し込みが必要です。

▼ところ　保健相談センター

▼内　容　◇こころと身体のリラックス

　　　　　～身体を動かしてストレスを発散しよう～

　　　　　◇こころと身体を育む食生活

※託児あり。申し込みの時にお知らせください。

▼申込期限　１１月１４日（木）

▼申し込み・問い合わせ先

　健康推進課母子保健係　☎４７－１０４２

ファミリーサポートセンター
【交流会（クリスマス会）】

▼と　き　１２月１日（日）午前10時～１１時３０分

▼ところ　保健相談センター

▼申し込み期間　１１月１１日（月）～２５日（月）

▼申し込み・問い合わせ先

　ファミリーサポートセンター　☎４５－６６６０

認定こども園　美哉幼稚園
【わくわくクラブ「工作と運動あそび」】※申し込み不要

▼と　き　１１月７日（木）午前１０時～お昼頃

【おもちつき】※申し込み不要

▼と　き　１１月１４日（木）　午前１０時３０分～

【びさいフェスティバル】

▼と　き　１２月７日（土）　午前９時～正午

▼ところ　文化ホール

【園庭・えほん館の開放】

　毎日園庭とえほん館を開放し、未就園児にも絵本の貸し

出しをしています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　☎４２－２８３９

　内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせく

ださい。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先と

同じです。
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内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第３金曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第１金曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第４金曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

かみしばいと英語の読み聞かせ
（市民図書館☎４７－１０９９）

毎月第４土曜日 14：30～ 15：00 市民図書館

☆おはなし広場 絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　☎４７－１０９１

おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ利

用券（１回の申請につき３，０００円分）を交付して

います。１１月の対象者は下記のとおりです。

※お子さんの誕生月が平成３０年１２月、平成３１年

　３月、令和元年６月の人は、１２月２日（月）が申

　請期限ですので、ご注意ください。

※平成３１年４月、令和元年５月生まれのお子さんの

　場合、６カ月児健康診査の際にも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係　☎４７－１０７７

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

11月27日（水）
12：45／ 13：15

平成 31年 4月生まれの幼児

健康推進課
　☎47-1042

※妊活相談以外は、
　母子健康手帳を
　持参してください

会場
　保健相談センター

12月25日（水） 令和元年５月生まれの幼児

１歳６カ月児
健康診査

11月28日（木）
12：50／ 13：25

平成 30年 4月生まれの幼児

12月26日（木） 平成30年 5月生まれの幼児

３歳児
健康診査

11月14日（木）
12：45／ 13：15

平成 28年 10月生まれの幼児

12月19日（木） 平成28年 11月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

12月 3日（火）

9:30～ 12:00
（受付 10:30 まで）

妊産婦・乳幼児と保護者

離乳食講習会
（5～ 8カ月児）10:00 ～ 10:40
（9カ月～1歳 6カ月児）
　　　　　　　10:50～11:30

５カ月～１歳６カ月児と
保護者

妊活相談 9:00～12:00（受付11:00まで）お子さんを希望する人

子育て相談

毎日　8：30～ 17：15
※子ども支援センター「きらきら」は、
　土・日曜日・祝祭日を除く
※地域子育て支援センター「ひまわり」は、
　木曜日を除く

乳幼児と保護者

「きらきら」

　☎45-0116

「ひまわり」

　☎21-8103

お子さんの誕生月 参　考

１回目 令和元年６月～８月 出生月の３～５カ月後

２回目
平成31年３月
　～令和元年５月

出生月の６～８カ月後

３回目
平成30年 12月
　～平成31年 2月

出生月の９～11カ月後

歯科検診・フッ素塗布
▼対　象　実施日に概ね１歳９カ月～２歳９カ月未満

　　　　　までの幼児

▼条　件　前回フッ素塗布してから３カ月以上空いて

　　　　　いること

※年に１～２回実施可能。初回の人を優先します。

▼と　き　１２月９日（月）午後１時～２時３０分

　　　　　（受付　午後０時５０分～）

　　　　　※事前申し込みが必要です。

▼ところ　保健相談センター

▼内　容　歯の染めだし、歯みがき指導、フッ素塗布

▼持ち物　歯ブラシ、コップ、タオル１枚、

　　　　　母子健康手帳

※汚れてもよい服装で参加してください。

▼募集人数　４０人

▼申込期限　１２月６日（金）

▼申し込み・問い合わせ先

　健康推進課母子保健係　☎４７－１０４１
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今月の新規・寄贈図書
【一般書】
◇究極の歩き方　　　（アシックススポーツ）
◇交通指導員ヨレヨレ日記　　　　（柏耕一）
◇新青春の門（９）　　　　　　（五木寛之）
◇楽園の真下　　　　　　　　　　（荻原浩）
◇龍の袖　　　　　　　　　　（藤原緋沙子）
◇もっと知りたい動物園と水族館（小宮輝之）
【児童書】
◇ドラえもん科学ワールドシリーズ（１８冊）
◇お米のこれからを考えるシリーズ　（４冊）
◇いまからともだち　　（くすのきしげのり）
◇きんたろう　　　　　　　　　（堀切リエ）
◇最強工作クラフトウォーズ　（学研プラス）
◇ごはんのにおい　　　　　（中川ひろたか）
◇なぜ？の図鑑イヌ　　　　　　（今泉忠明）
◇こども六法　　　　　　　　（山崎聡一郎）
　　　　　　　　　　　　　　計４０７冊
☆貸出冊数・期間　　　１人５冊・２週間

市民図書館　☎４７－１０９９
◆開館時間　午前９時３０分～午後６時３０分
　　　　　【土・日・祝日は午後６時閉館】
◆休館日　　毎月第２木曜日・毎月末
◆ホームページアドレス
http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

新刊続々　～絶賛貸し出し中～

ごみの収集・受け入れごみの収集・受け入れ

図 書 館 に 行 こ う ！図 書 館 に 行 こ う ！
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と　き 催事名 ところ 時　間 入場料・参加費
11月 16日（土）
12月 7日（土） 古典講座「みんなで楽しく『万葉集』を読もう」 上道公民館 14：00～ 無　料

図書館関連 催し物

　ヤングアダルトコーナーに、「乙女の本棚シリーズ」
１０冊がそろいました。このシリーズは、江戸川乱歩・
太宰治・夏目漱石といったそうそうたる１０人の文豪の
有名短編小説に、今をきらめくイラストレーターがイラ
ストを描き下していて、小説としても画集としても楽し
める１冊となっています。秋の夜長に文豪と人気イラス
ト作家のコラボレーションはどうでしょう。

まつぼっくりでクリスマスツリーをつくろう！！
　8月に続いての工作教室第 2弾です。

▼と　き　１２月１日（日）午後１時～３時
　（この間であれば、いつ来ていただいても構いません。　　
　完成には２０～３０分かかります。事前申し込みは必
　要ありません。）

▼ところ　図書館（プレーコーナー）
▼費　用　１人につき１００円

▼対象年齢　4歳以上

▼問い合わせ先
　◇清掃センター　　　　☎４２－３８０３
◇リサイクルセンター　☎４５－８６２６

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫
　１１月１７日（午前９時～正午）

◎可燃ごみ・軟質プラスチック類の祝日収集 
≪対象日≫ 
　１１月４日（月・振替休日）

　※収集該当地区のみの収集となります。
　※当日は施設へのごみの持ち込みはできません。

文豪　×　人気イラストレーター

お忘れなく！

国 民 健 康 保 険 税 ５ 期

後期高齢者医療保険料５期

介 護 保 険 料 ４ 期

の納期限は

１２月２日（月）
です

・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限
後２０日以内に督促状を発送します

市報さかいみなと　24



－境港市の人口－
　　　男　：16,400 人（－ 1）
　　　女　：17,537 人（－ 11）
　　合　計：33,937 人（－ 12）
　　世帯数：15,251 世帯（＋３）

　※令和元年 9月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人　権　相　談
11 月 14 日（木）
12 月 12 日（木）

13：00 ～ 16：00
老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行　政　相　談
11 月  8 日（金）
12 月 13 日（金）

13：30 ～ 15：30

老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取行政監視
       行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

心配ごと相談 12 月 13 日（金） 13：30 ～ 15：30
老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法　律　相　談
11 月  8 日（金）
11 月 15 日（金）
12 月  6 日（金）

13：30 ～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30 ～ 17：00

法　律　相　談
（相続・遺言、
不動産、多重
債務問題など）

11 月 22 日（金） 18：00 ～ 20：00

米子コンベンションセンター
（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４
※前日までに要予約

多重債務・法律
相  談  会

11 月 21 日（木） 13：30 ～ 15：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談
11 月 12 日（火）
12 月 10 日（火）

10：30 ～ 12：30
老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

青少年相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－５０１０

こころの相談
カウンセリング

11 月 25 日（月） 13：30 ～ 16：00
健康推進課
　☎４７－１０４３
　※予約制

Ｄ　Ｖ　相　談

◇心と女性の相談担当　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8：30 ～ 17：15 ※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
受付時間：夜間（毎日 17：15 ～ 8：30）、土日祝（8：30 ～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日 8：30 ～ 19：00、 火～金曜日 8：30 ～ 17：15、
  第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日 8：30 ～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

11 月 8 日（金）
～ 11 日（月）

彩港展（絵画）
海とくらし
の史料館

9：30 ～
17：00 ※

海とくらしの史料館
☎ 44 ー 2000

作品展無料

11 月 8 日（金）
サロンコンサート
ことの葉　琴アンサンブルコンサート

文化ホール 19：30 ～
境港市文化振興財団    
☎ 44 － 1000

無　料
（飲み物は有料）

11 月 13 日（水）
～ 20 日（水）

フルーツサンド写真展
海とくらし
の史料館

9：30 ～
17：00 ※

海とくらしの史料館
☎ 44 ー 2000

写真展無料
（最終日 16：00 まで）

11 月 23 日（土・祝）
～ 12 月 8 日（日）

たい妖毛筆アート「楽想書®」展
海とくらし
の史料館

9：30 ～
17：00 ※

海とくらしの史料館
☎ 44 ー 2000

作品展無料

境港市文化振興財団ホームページアドレス
　http://sakaiminato-bunka.jp

※最終入館 16：30

文化 施 設 催し 物 スケ ジュール文化 施 設 催し 物 スケ ジュール
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市役所へのお問い合わせは…
市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、
お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。
　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

今月のげんきちゃん
みんな 元気いっぱい
 　　すくすく育ってね☆主に６カ月健診で取材しています。このコーナーに掲載を希望される

人は、取材職員にお声かけください。また、直接の受け付けも行ってい
ますので、地域振興課までご連絡ください。

大西 統
とう

加
か

ちゃん（H31.1.4 生） と

   お母さんの 愛加 さん（渡町）
  ≪お子さんへのメッセージ≫ 
  元気いっぱいでたくさん笑顔で大きくなってね♪

木村 優
ゆ

衣
い

ちゃん（H31.1.27 生） と

   お母さんの 洋子 さん（中野町）
  ≪お子さんへのメッセージ≫ 
　元気いっぱい育ってね

村中 颯
そう

太
た

ちゃん（H31.1.11 生） と

   お母さんの 絢香 さん（夕日ヶ丘２丁目）
  ≪お子さんへのメッセージ≫ 
   元気に大きくなってね

　市内幼保施設では、ギンザケ集会・マグロ集会・カニ集会
のような講師を招いての学習、おさかな探検・中野港漁師と
の交流のような体験学習、フィッシュキッチンのような調理
体験等沢山の魚食普及事業を行っています。
　育成保育園（芝町）では、サケやサバの中骨を柔らかくな
るまで煮込んだ水煮をご飯やおかずに混ぜて給食で提供して
います。また、魚料理もたくさん給食メニューに入れて、カ
ルシウムやタンパク質、ＤＨＡ、ＥＰＡなどの多くの栄養が
取れているそうです。
　お話を伺いに訪問した日は、赤魚の煮付けで、小さな子も
美味しそうに上手に食べていました。赤魚は、「アコウダイ」
「アカムツ」など、見た目が赤い魚のことです。煮付け、塩焼き、
西京漬けなど、さまざまな料理に使われる他、アレルギーも
少なく離乳食にもよく使われます。
　今回はその赤魚の逸品料理をご紹介いたします。

　水産商工課☎ 47－ 1055  FAX 44 － 7957

  40お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ

□作り方
①　赤魚を半身の大きさにする
②　☆の材料を鍋（フライパン）に入れて沸騰させる
③　沸騰したところに、赤魚を入れて、落し蓋をする
④　１０分程度加熱し、赤魚が煮えたら、火を止める
⑤　皿に盛り付けて、出来上がり

□材料（４人前）
◇赤魚　　　　４切れ

☆材料
　◇生姜　　　１グラム
　◇みりん
　　　　　小さじ２／３
　◇濃口醤油
　　　　　大さじ２／３

　◇砂糖※　　小さじ２
　※育成保育園は、てん
　　さい糖を使用

赤
あか

魚
うお

の 生 姜 煮

写真は「赤魚の生姜煮」（左）と
「おからとさつま芋ごま和え」（右）


